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島
根
大
学
は
、
昨
年
の
3
月
14
日
付
け
で

医
学
部
及
び
医
学
部
附
属
病
院
を
含
む
全
学

で
の
I
S
O
1
4
0
0
1
認
証
の
取
得
を

果
た
し
ま
し
た
。
附
属
病
院
と
い
う
大
き
な

環
境
負
荷
の
あ
る
活
動
範
囲
を
含
め
、
大
学

全
体
と
し
て
I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証

取
得
は
、
国
公
私
立
大
学
の
中
で
も
全
国
初

と
な
り
、
島
根
大
学
の
活
動
が
価
値
あ
る
取

組
み
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
証
と
な
る
も
の

で
す
。 

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
標
記
登
録

証
授
与
式
で
は
、
審
査
機
関
で
あ
る
㈶
日
本

品
質
保
証
機
構
（
J
Q
A
）
松
野
理
事
か
ら

学
長
及
び
病
院
長
に
対
し
、
和
文
、
英
文
の

登
録
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松

野
理
事
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
病
院

長
か
ら
の
経
緯
説
明
、
そ
し
て
学
長
か
ら
の

認
証
に
対
す
る
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
授
与

島
根
大
学
は
、
山
陰
合
同
銀
行
グ
ル
ー
プ

3
社
と
包
括
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
大
学
の
知
的

資
源
と
金
融
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

組
み
合
わ
せ
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
、
本
田

雄
一
島
根
大
学
長
、
古
瀬
誠
山
陰
合
同
銀
行

頭
取
並
び
に
山
陰
経
済
経
営
研
究
所
、
ご
う

ぎ
ん
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
両
社
社
長
が
出
席
し
て

調
印
式
が
行
わ
れ
、
協
定
書
を
取
り
交
わ
し

ま
し
た
。 

調
印
式
で
本
田
学
長
は
、「
法
人
化
で
地

域
密
着
の
運
営
、研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

締
結
を
機
に
力
を
一
層
合
わ
せ
て
地
域
発
展

に
結
び
付
け
た
い
」と
挨
拶
。ま
た
、山
陰
合

同
銀
行
の
古
瀬
頭
取
は
、「
提
携
の
目
的
は

地
域
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
。
戦
略
的
に

役
割
分
担
し
な
が
ら
、
地
元
産
業
の
活
性
化

な
ど
に
寄
与
し
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

協
力
す
る
分
野
は
、
企
業
と
の
共
同
研
究

や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
支
援
、
新
事
業
の

進
出
支
援
、
教
育
・
文
化
事
業
等
の
振
興
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
な
ど
で
、

特
に
学
内
で
の
研
究
成
果
の
事
業
化
や
起
業

TOPICS
01

全
国
初
！！
附
属
病
院
を
含
む
全
学
で

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
を
取
得 

TOPICS
02

山
陰
合
同
銀
行
グ
ル
ー
プ
３
社
と

連
携
協
定
を
締
結 

式
が
終
了
し
ま
し
た
。 

島
根
大
学
は
、
2
0
0
6
年
3
月
に
松
江

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
I
S
O
1
4
0
0
1

を
認
証
取
得
し
た
後
、
毎
年
範
囲
を
拡
大

し
、
昨
年
3
月
、
全
国
に
先
駆
け
て
医
学
部

及
び
医
学
部
附
属
病
院
を
含
む
全
学
で
の

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認
証
取
得
を
果
た
し

た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
環
境
に
配
慮
し
た

活
動
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 
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T O P I C S

教
員
と
の
間
で
面
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
個
別
面
談
は
、
両
学
部
の
前
身
で
あ

る
文
理
学
部
の
時
代
か
ら
約
40
年
に
わ
た
り

両
学
部
後
援
会
の
協
力
を
得
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
希
望
に
よ
っ
て
は
学
生
を
含

め
た
3
者
面
談
も
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
国
立

大
学
で
は
非
常
に
珍
し
い
企
画
と
な
っ
て
い

島
根
大
学
附
属
図
書
館
は
、
島
根
県
立
大

学
及
び
松
江
高
等
専
門
学
校
の
各
図
書
館
と

島
根
県
内
の
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
図
書

館
の
充
実
・
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
島
根
県
大
学
・
高
等
専
門
学
校
図
書

館
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。 

こ
の
協
議
会
の
協
定
書
調
印
式
に
は
、
本

学
の
平
川
正
人
附
属
図
書
館
長
、
島
根
県
立

大
学
の
小
林
博
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
、
松

江
工
業
高
等
専
門
学
校
の
岡
本
信
之
図
書
館

長
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
調
印
し

ま
し
た
。 

こ
の
協
議
会
は
、
島
根
大
学
、
島
根
県
立

大
学
及
び
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
の
図
書

館
・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
会
員
館
と
な
り
、

本
学
の
松
江
、
出
雲
各
キ
ャ
ン
パ
ス
、
島
根

県
立
大
学
の
浜
田
、
松
江
、
出
雲
各
キ
ャ
ン

パ
ス
の
図
書
館
、
そ
し
て
松
江
高
専
の
図
書

島
根
大
学
の
法
文
学
部
と
総
合
理
工
学
部

は
、
松
江
市
内
の
「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
で

「
指
導
教
員
と
保
護
者
と
の
個
別
面
談
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
個
別
面
談
に
は
、
全
国
か

ら
両
学
部
合
せ
て
6
3
6
家
族
、
9
3
5
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
学
業
成
績
、
学
生
生
活
、

就
職
、
進
学
な
ど
に
つ
い
て
、
1
4
0
名
の

館
・
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
6
館
に
よ
る
有

機
的
な
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

従
来
の
単
独
館
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
サ
ー

ビ
ス
と
事
業
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

TOPICS
03

島
根
県
大
学
・
高
等
専
門
学
校

図
書
館
協
議
会
を
設
立 

TOPICS
04
「
指
導
教
員
と
保
護
者
と
の
個
別
面
談
」を

実
施 

ま
す
。
保
護
者
の
方
か
ら
は
、「
大
学
と
い

う
と
、
た
く
さ
ん
の
学
生
が
い
て
そ
の
中
の

一
人
と
い
う
存
在
が
小
さ
く
、
把
握
さ
れ
に

く
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
わ
が
子

の
様
子
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
た
だ
い
て
安
心

し
ま
し
た
。」「
卒
業
、
就
職
あ
る
い
は
進
学

に
つ
い
て
先
生
の
お
話
が
と
て
も
親
身
で
、

丁
寧
で
よ
く
分
か
り
、安
心
し
ま
し
た
。」「
子

ど
も
の
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
い
て
い

て
、『
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
』
を
実
感
し
ま

し
た
。」
な
ど
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
毎
年
参
加
さ
れ
る
保
護
者
も
あ
り
ま

す
。 な

お
、
今
年
度
は
、
他
の
学
部
で
も
こ
の

個
別
面
談
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
し
、
大
学
の

研
究
機
能
や
人
的
資
源
を
、
銀
行
グ
ル
ー
プ

が
持
つ
情
報
や
地
域
分
析
力
、
投
資
業
務
と

結
び
付
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

大
学
と
金
融
機
関
の
2
社
協
定
は
め
ず
ら

し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
学
が
企
業
グ
ル
ー

プ
と
の
間
で
協
定
を
結
ぶ
の
は
全
国
的
に
も

少
な
い
も
の
で
す
。 

島
根
大
学
は
、
松
江
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
「
島
根
県
経
済
団
体
と
島
根
大
学
と
の

懇
談
会
」
を
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
島
根
大
学
が
地
元
経

済
界
か
ら
意
見
を
聞
き
、
大
学
の
運
営
に
活

TOPICS
05

島
根
県
経
済
団
体
と
の
懇
談
会
を
開
催 

か
す
と
と
も
に
、
協
力
・
協
働
関
係
を
推
進

し
て
い
く
た
め
企
画
し
た
も
の
で
、
経
済
団

体
か
ら
は
、
島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、

島
根
県
商
工
会
連
合
会
、
島
根
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
及
び
島
根
経
済
同
友
会
の
代
表

者
12
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇

談
会
で
は
、
本
田
学
長
が
島
根
大
学
の
現
状

等
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
後
、
各
経
済
団

体
の
代
表
か
ら
意
見
・
要
望
等
が
述
べ
ら
れ
、

「
学
力
や
ス
キ
ル
の
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

社
会
人
と
し
て
の
総
合
的
な
能
力
の
あ
る
学

生
を
養
成
し
て
欲
し
い
。」
な
ど
の
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。 

島
根
大
学
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
同
様

の
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
懇

談
会
の
成
果
を
、今
後
の
島
根
大
学
の
教
育
・

社
会
貢
献
活
動
等
に
役
立
て
て
行
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

懇談会であいさつする本田学長

個別面談（3者面談）の様子

協定書に調印後、握手する平川館長（中央）ら
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島
根
大
学
附
属
図
書
館
で
は
、「
附
属
図

書
館
研
究
開
発
室
」
を
中
心
に
「
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
シ
ス
テ
ム
が
完
成

し
、
一
定
量
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収

集
・
蓄
積
で
き
た
た
め
、
本
田
学
長
を
は
じ

め
各
理
事
及
び
各
専
門
分
野
の
研
究
者
を
招

き
披
露
式
を
行
い
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

（
平
成
20
年
9
月
末
現
在
：
古
文
書
・
貴
重

資
料
等
1,
1
0
0
件
／
約
5
0,
0
0
0
コ

マ
収
録
） 

本
シ
ス
テ
ム
は
、
学
内
外
の
歴
史
的
・
学

術
的
な
貴
重
資
料
な
ど
の
大
容
量
デ
ジ
タ
ル

画
像
を
メ
タ
デ
ー
タ
と
と
も
に
収
集
、蓄
積
・

保
存
し
、大
学
や
地
域
社
会
に
お
け
る
調
査
、

研
究
、
教
育
活
動
の
素
材
と
し
て
提
供
す
る

も
の
で
す
。
従
来
型
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
に
加

え
、
特
に
資
料
調
査
、
研
究
プ
ロ
セ
ス
に
お

け
る
画
像
デ
ー
タ
の
利
用
時
に
き
め
細
か
な

利
用
権
を
制
御
す
る
こ
と
で
利
用
の
幅
を
広

TOPICS
08

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の

運
用
を
開
始
！ 

TOPICS
07

地
元
企
業
と
の
懇
談
会
を
実
施 

島
根
大
学
と
地
元
求
人
企
業
と
の
懇
談
会

を
、
9
月
26
日
に
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学

会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

大
学
生
採
用
を
予
定
す
る
山
陰
地
域
の
企
業

と
大
学
側
が
相
互
に
情
報
交
換
し
、
学
生
の

採
用
・
就
職
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
山
陰
地
域
の
企
業
で

本
学
学
生
を
採
用
、
本
学
へ
の
求
人
申
込
み

及
び
本
学
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

れ
が
あ
っ
た
企
業
60
社
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
懇
談
会
で
は
来
賓
と
し
て
社
団
法
人

島
根
県
経
営
者
協
会
事
務
局
長
の
錦
織
秀
行

氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
本

田
学
長
の
「
島
根
大
学
法
人
化
後
の
歩
み
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
全
体
討
議
で
は
、

学
長
、
副
学
長
、
各
学
部
長
及
び
各
学
部
就

職
委
員
の
出
席
の
も
と
、
企
業
側
か
ら
の
要

望
や
本
学
の
取
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
元
就
職
率
向
上

に
向
け
た
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取
組

み
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
相
互
理
解
の
た
め

の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。 

本
学
も
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て

い
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
特
区
事
業
「
島
根
ユ
ビ
キ

タ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
9
月
11
日
に
推

進
組
織
で
あ
る
「
島
根
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
実
証

実
験
を
開
始
し
ま
し
た
。 

ユ
ビ
キ
タ
ス
特
区
は
、
総
務
省
が
推
進
し

て
い
る
事
業
で
、
世
界
最
先
端
の
I
C
T

サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
実
証
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
他
国
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
姉

TOPICS
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ユ
ビ
キ
タ
ス
特
区

「
島
根
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」始
動
！ 

妹
特
区
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
日
本
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
国
際
展
開
可
能
な

「
新
た
な
モ
デ
ル
」
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
国
民
生
活
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
今
年
1
月
、
本
学
松
江
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
を
主
な
実
験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る

島
根
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
全
国
22

か
所
の
特
区
の
一
つ
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も

の
で
す
。 

島
根
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
産

学
公
民
（
産
業
界
、
大
学
、
地
元
自
治
体
、

地
域
商
店
街
等
）
が
連
携
し
、
電
波
の
未
使

用
の
周
波
数
帯
を
活
用
し
て
、
学
生
向
け
情

報
、
行
政
情
報
、
観
光
情
報
、
地
域
商
店
街

情
報
等
の
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
や
番
組
を
総
合
理
工
学
部
3
号
館
屋
上
と

テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね
に
設
置
し
た
ア
ン
テ

ナ
か
ら
国
際
的
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
通
信

技
術
M
e
d
i
a 
F
L
O
を
利
用
し
て
配

信
し
、
複
数
の
新
し
い
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の

実
験
を
他
に
先
駆
け
て
実
施
し
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、
島
根
県
に
高
い
競

争
力
を
持
つ
I
C
T
産
業
活
性
化
基
盤
の
確

立
等
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

昨
年
の
1
月
25
日
に
特
区
の
指
定
を
受
け

た
後
、
関
係
者
が
集
ま
り
、
送
信
設
備
の
設

置
や
電
波
送
信
の
た
め
の
実
験
試
験
局
の
免

許
交
付
申
請
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会

設
立
等
の
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
8

月
27
日
に
実
験
試
験
局
の
本
免
許
が
総
務
省

中
国
総
合
通
信
局
か
ら
交
付
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
9
月
11
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会

設
立
総
会
を
開
催
し
、
実
証
実
験
を
開
始
す

る
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、実
証
実
験
を
開
始 

全体討議の様子

本田学長、溝口知事など関係者のスイッチオンでスタート

4広報しまだい●vol.4
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島
根
大
学
は
、
よ
り
個
性
輝
く
、
活
力
に

満
ち
た
大
学
と
な
る
た
め
に
、
ま
た
、
学
問

の
府
と
し
て
の
社
会
的
責
務
を
果
た
す
た
め

に
、
率
先
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、10
月
1
日
か
ら「
男

女
共
同
参
画
推
進
室
」
を
教
育
学
部
棟
Ｇ
階

に
開
設
し
、
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。 

10
月
22
日
に
は
、
本
田
学
長
、
高
安
室
長

ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
て
開
室
式
を
行
い
ま

し
た
。
式
で
は
、
本
田
学
長
か
ら
「
男
女

共
同
参
画
推
進
室
の
今
後
の
成
果
に
期
待
す

る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
ま
た
、
高
安
室
長

島
根
大
学
医
学
部
と
島
根
県
は
、
10
月
27

日
、
県
内
の
医
師
確
保
等
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
、
島
根
県
側
か
ら
溝
口
島

根
県
知
事
他
県
関
係
者
10
名
が
、
島
根
大
学

側
か
ら
は
山
本
理
事
、
小
林
病
院
長
、
木
下

医
学
部
長
他
医
学
部
の
主
要
な
関
係
者
15
名

が
出
席
し
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
で
は
、
冒
頭
、
溝
口
島
根
県

知
事
よ
り
小
林
病
院
長
及
び
木
下
医
学
部
長

に
、
県
内
僻
地
に
お
け
る
医
師
の
確
保
に
関

す
る
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

島
根
県
側
か
ら
、
深
刻
化
す
る
医
師
不
足
に

関
す
る
テ
ー
マ
が
提
示
さ
れ
、
大
学
側
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の
方

策
と
し
て
、
大
学
院
修
士
課
程
に
地
域
医
療

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
養
成
コ
ー
ス
を
設
置
す
る

旨
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
同
コ
ー
ス
は
、

地
域
で
働
く
医
師
や
看
護
師
の
メ
ン
タ
ル
面

な
ど
の
相
談
に
乗
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
養

成
す
る
も
の
で
、
離
職
防
止
な
ど
の
後
押
し

を
す
る
も
の
で
す
。 

ま
た
、
来
年
度
の
入
試
か
ら
緊
急
医
師
確

保
対
策
枠
と
医
学
部
医
学
科
の
定
員
増
に
よ

TOPICS
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男
女
共
同
参
画
推
進
室
が
オ
ー
プ
ン
！ 

か
ら
は
「
男
女
共
同
参
画
の
全
学
的
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
学
か
ら
地

域
へ
の
発
信
も
行
い
た
い
。」
と
今
後
の
抱

負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
男
女
共

同
参
画
推
進
室
の
看
板
を
上
掲
し
ま
し
た
。 

本
学
で
は
、
平
成
20
年
度
文
部
科
学
省
科

学
技
術
振
興
調
整
費
「
女
性
研
究
者
支
援
モ

デ
ル
育
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、「
地
方
か
ら

開
く
女
性
研
究
者
の
未
来
in
島
根
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た
ほ
か
、医
学
部
で
は
、

TOPICS
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医
師
確
保
等
に
つ
い
て

島
根
県
と
意
見
交
換
会
を
開
催 

り
、
定
員
が
10
名
増
員
と
な
り
、
今
後
地
域

で
働
く
医
師
の
確
保
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

な
お
、
双
方
の
ト
ッ
プ
が
集
ま
る
意
見
交

換
会
は
今
回
が
初
め
て
で
、
今
後
は
年
2
回

程
度
、地
域
医
療
等
に
関
係
す
る
課
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

げ
る
も
の
で
す
。 

シ
ス
テ
ム
は
、メ
タ
デ
ー
タ
検
索
サ
ー
バ
、

デ
ジ
タ
ル
画
像
サ
ー
バ
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・

ス
ト
レ
ー
ジ
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
大
容
量

の
デ
ー
タ
表
示
が
可
能
な
画
像
ソ
フ
ト
や

ネ
ッ
ト
負
荷
を
軽
減
す
る
工
夫
も
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
本
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
調

査
・
研
究
過
程
や
教
育
現
場
へ
の
画

像
配
信
機
能
に
加
え
て
、
研
究
成
果

公
開
用
の
「
島
根
大
学
学
術
情
報
リ

ポ
ジ
ト
リ
（
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）」
を
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
大
学
の
教
育
・
研

究
機
能
を
総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

島
根
大
学
に
よ
る
、
公
開
ス
テ
ー

タ
ス
管
理
や
ユ
ー
ザ
ー
認
証
を
含
め

た
貴
重
な
地
域
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の

管
理
・
運
用
シ
ス
テ
ム
は
、
大
学
図

書
館
と
し
て
は
全
国
で
も
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
貴

重
な
学
術
デ
ー
タ
バ
ン
ク
と
し
て
資

料
記
録
の
永
続
的
保
存
や
、
グ
ル
ー
プ
調
査

や
共
同
研
究
に
威
力
を
発
揮
し
、
今
後
、
コ

ン
テ
ン
ツ
の
蓄
積
・
充
実
と
と
も
に
多
様
な

利
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

平
成
19
年
度
「
地
域
医
療
等
社
会
的
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
質
の
高
い
医
療
人
養
成
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
テ
ー
マ
1
「
女
性
医
師
・
看

護
師
の
臨
床
現
場
定
着
及
び
復
帰
支
援
」
に

「
新
し
い
キ
ャ
リ
ア
継
続
モ
デ
ル
事
業　

─

し
な
や
か
な
女
性
医
療
職
を
め
ざ
し
て
─
」

事
業
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業

に
よ
り
女
性
研
究
者
、
女
性
医
療
職
へ
の
支

援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

デジタルアーカイブ披露式で担当者の
説明を聞く出席者

意見交換会で説明する木下医学部長

男女参画推進室の看板上掲

デジタルアーカイブの一例

5 広報しまだい●vol.4



平
成
20
年
度
前
期
の
「
学
生
表
彰
」
を
、

11
月
17
日
に
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
11
月
25

日
に
は
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
ま
し

た
。
学
術
研
究
で
特
に
顕
著
な
業
績
を
挙
げ

た
と
認
め
ら
れ
る
者
及
び
課
外
活
動
で
特
に

優
秀
な
成
績
を
収
め
、
課
外
活
動
の
振
興
に

功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
等
に
つ
い

て
、
表
彰
し
ま
し
た
。 

表
彰
者
は
以
下
の
と
お
り
。 

■
学
術
研
究
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
な
業
績

を
挙
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
者 

第
16
回
日
本
金
属
学
会
・
日
本
鉄
鋼
協
会
奨

学
賞
受
賞 

蘆
田　

茉
希
（
総
合
理
工
学
研
究
科
博

士
課
程
前
期
1
年
） 

第
14
回
中
国
四
国
支
部
分
析
化
学
若
手
セ
ミ

ナ
ー
支
部
長
賞
受
賞 

題
目
：
砂
泥
（
有
明
海
）
に
対
す
る

F
ree-H

2S

の
定
量
に
つ
い
て 

管
原　

庄
吾
（
総
合
理
工
学
研
究
科
博

士
課
程
前
期
2
年
）

Jo
u

rn
a

l o
f M

in
e

ra
lo

g
ic

a
l a

n
d 

P
etrological S

ciences 

論
文
投
稿
及
び

第
53
回
西
日
本
東
南
極
セ
ミ
ナ
ー
口
頭
発
表
等 

濵
田　

麻
希
（
総
合
理
工
学
研
究
科
博

士
課
程
前
期
2
年
）

日
本
行
動
計
量
学
会
岡
山
地
域
部
会
第
25
回

研
究
会
・
第
1
2
5
回
岡
山
統
計
研
究
会
優

秀
賞
受
賞

題
目
：
セ
ミ
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
平
滑
化

に
お
け
る
モ
デ
ル
選
択
に
つ
い
て 

勘
場　

大
（
総
合
理
工
学
研
究
科
博
士

課
程
前
期
1
年
） 

■
課
外
活
動
に
お
い
て
、
特
に
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
課
外
活
動
の
振
興
に
功
績
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
団
体

〈
ギ
タ
ー
部
〉 

第
35
回
日
本
ギ
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
大
学
生
部

門
銅
賞
受
賞 

帖
佐　

彰
也
（
法
文
学
部
3
年
）

〈
ビ
リ
ヤ
ー
ド
〉（
個
人
） 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
第
48
期
名
人
戦
名
人
位 

持
永　

隼
史
（
法
文
学
部
4
年
）

〈
医
学
部
剣
道
部
〉 

第
60
回
西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

●
男
子
団
体
優
勝 

髙
岡　
　

宰
（
医
学
部
医
学
科
6
年
）

田
中　

慎
一
（
医
学
部
医
学
科
6
年
）

鈴
木　

将
太
（
医
学
部
医
学
科
5
年
）

近
藤　

洋
司
（
医
学
部
医
学
科
4
年
） 

板
倉　

久
和
（
医
学
部
医
学
科
4
年
） 

笠
原　

善
弥
（
医
学
部
医
学
科
4
年
） 

鈴
木　

一
如
（
医
学
部
医
学
科
1
年
） 

●
女
子
団
体
優
勝 

反
町　

秀
美
（
医
学
部
医
学
科
5
年
） 

本
田　

秀
子
（
医
学
部
医
学
科
5
年
） 

村
上　

智
美
（
医
学
部
医
学
科
2
年
） 

第
11
回
西
日
本
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
剣
道
大
会

●
女
子
団
体
準
優
勝 

岡
本　

理
絵
（
医
学
部
看
護
学
科
3
年
）

薦
田
沙
紀
子
（
医
学
部
看
護
学
科
2
年
）

佐
伯　
　

優
（
医
学
部
看
護
学
科
2
年
）

米
田　
　

愛
（
医
学
部
看
護
学
科
2
年
） 

松
島　

朋
美
（
医
学
部
看
護
学
科
1
年
） 

〈
医
学
部
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
〉

第
42
回
全
日
本
医
科
学
生
体
育
大
会
王
座
決
定
戦

●
男
子
団
体
準
優
勝 

TOPICS
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平
成
20
年
度
前
期「
学
生
表
彰
」を
実
施 

第
60
回
西
日
本
医
科
学
生
総
合
体

育
大
会

●
男
子
団
体
第
3
位 

末
廣　

聡
士

　
　
（
医
学
部
医
学
科
6
年
）

松
下　

亮
介

　
　
（
医
学
部
医
学
科
6
年
）

中
西　

宣
太

　
　
（
医
学
部
医
学
科
5
年
）

蔵
垣
内　

敬

　
　
（
医
学
部
医
学
科
4
年
）

辻
前　

正
弘

　
　
（
医
学
部
医
学
科
4
年
）

海
野　

健
斗
（
医
学
部
医
学
科
3
年
） 

佐
藤　

陽
隆
（
医
学
部
医
学
科
3
年
） 

杉
原　

一
暢
（
医
学
部
医
学
科
3
年
） 

高
橋　
　

悠
（
医
学
部
医
学
科
3
年
） 

内
田　

有
紀
（
医
学
部
医
学
科
2
年
） 

〈
医
学
部
陸
上
競
技
部
〉 

第
60
回
西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

●
女
子
4
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
第
3
位  

荒
木　

真
理
（
医
学
部
医
学
科
4
年
）

※
個
人
入
賞
及
び
女
子
4
×
4
0
0

ｍ
リ
レ
ー
入
賞
も
あ
り
（
第
60
回

西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

女
子
3
0
0
0
ｍ
第
2
位
、
女
子

1
5
0
0
ｍ
第
3
位
） 

野
村　

晃
子
（
医
学
部
医
学
科
3
年
）

門
脇　
　

円
（
医
学
部
医
学
科
2
年
）

古
川　

詩
乃
（
医
学
部
医
学
科
1
年
）

●
女
子
4
×
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
第
3
位 

舟
本　

有
里
（
医
学
部
医
学
科
5
年
）

※
個
人
入
賞
も
あ
り
（
第
60
回
西
日

本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
女
子

3
0
0
0
ｍ
第
3
位
） 

荒
木　

真
理
（
医
学
部
医
学
科
4
年
）

※
個
人
入
賞
及
び
女
子
4
×
1
0
0

ｍ
リ
レ
ー
入
賞
も
あ
り
（
第
60
回

西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

女
子
3
0
0
0
ｍ
第
2
位
、
女
子

1
5
0
0
ｍ
第
3
位
） 

野
村　

晃
子
（
医
学
部
医
学
科
3
年
）

※
女
子
4
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
で
も
入
賞 

門
脇　
　

円
（
医
学
部
医
学
科
2
年
）

※
女
子
4
×
1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
で
も
入
賞  

●
男
子
走
高
跳
第
3
位 

阿
部　

哲
郎
（
医
学
部
医
学
科
5
年
）  

●
男
子
三
段
跳
第
2
位 

宮
原　

大
輔
（
医
学
部
医
学
科
6
年
）  

●
女
子
3
0
0
0
ｍ
第
3
位 

舟
本　

有
里
（
医
学
部
医
学
科
5
年
）

※
女
子
4
×
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
等
で
の

入
賞
あ
り

●
女
子
3
0
0
0
ｍ
第
2
位

●
女
子
1
5
0
0
ｍ
第
3
位 

荒
木　

真
理
（
医
学
部
医
学
科
4
年
）

※
女
子
4
×
4
0
0
ｍ
リ
レ
ー
等
で

の
入
賞
あ
り  

●
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
第
1
位

●
女
子
円
盤
投
第
2
位 

向
田　

千
夏
（
医
学
部
医
学
科
3
年
） 

写真上：松江キャンパス表彰者　写真下：出雲キャンパス表彰者
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T O P I C S

島
根
大
学
で
は
、
本
田
雄
一
学
長
の
任
期

が
平
成
21
年
3
月
末
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、

12
月
22
日
、
学

長
選
考
会
議
に

お
い
て
次
期
学

長
候
補
者
の
選

考
を
行
い
、
山

本
廣
基
理
事

〈
医
学
部
水
泳
部
〉

第
60
回
西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

●
男
子
4
0
0
ｍ
自
由
形
第
2
位

●
男
子
8
0
0
ｍ
自
由
形
第
2
位 

江
田　

大
武
（
医
学
部
医
学
科
4
年
）

TOPICS
12

出
雲
高
校
理
数
科
の
生
徒
が

先
端
医
学
を
体
験

10
月
30
日
に
出
雲
高
校
理
数
科
1
年
生

（
引
率
教
員
を
含
め
て
44
名
）
が
、
産
学
連

携
セ
ン
タ
ー
（
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
訪
れ

て
先
端
医
学
を
体
験
学
習
し
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
島
根
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

推
進
機
構「
重
点
研
究
部
門
」研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
Ｓ
─
匠
ナ
ノ
メ
デ
ィ
シ
ン
）と
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
出
雲
高
校
は
今
年
が
2

度
目
に
な
り
ま
す
。 

体
験
テ
ー
マ
は
、⑴
ナ
ノ
メ
デ
ィ
シ
ン（
担

当
：
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
地
域
医
学
共
同
研

究
部
門　

中
村
教
授
）、
⑵
再
生
医
療
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
推
進
機
構　

森
准
教
授
）、

⑶
遠
隔
地
医
療
（
附
属
病
院
医
療
情
報
部　

花
田
准
教
授
）、⑷
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
（
医

学
部
皮
膚
科　

森
田
教
授
）
の
4
つ
で
、
午

前
・
午
後
に
そ
れ
ぞ
れ
2
テ
ー
マ
ず
つ
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

実
践
的
な
体
験
学
習
を
目
指
す
本
取
り
組

み
で
は
、
医
学
に
新
し
い
道
を
拓
く
と
期
待

が
大
き
い
、
新
規
蛍
光
剤
（
酸
化
亜
鉛
）
の

開
発
や
、ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
人
工
的
な「
か

ゆ
み
」
を
体
験
し
ま
し
た
。 

生
徒
達
は
「
時
間
が
短
く
感
じ
る
ほ
ど
楽

し
か
っ
た
」、「
科
学
の
素
晴
ら
し
さ
と
凄
さ

を
体
験
で
き
た
」、「
是
非
、
ま
た
来
た
い
」

な
ど
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。 

TOPICS
13

隠
岐
島
前
高
校
の
生
徒
が

Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
を
調
査 

島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
等
学
校
の
地
域
交

流
部
に
所
属
す
る
部
員
6
名
が
、
顧
問
の
花

井
寿
美
子
教
諭
の
引
率
に
よ
り
10
月
9
日
に

本
学
を
訪
れ
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
に
関
す
る
取
組

状
況
調
査
を
通
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の

喚
起
を
目
的
に
、交
流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

■
社
会
活
動
等
に
お
い
て
、
特
に
顕
著
な
功

績
を
残
し
、
社
会
的
に
高
い
評
価
を
受
け

た
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
団
体 

新
聞
週
間
標
語
「
代
表
標
語
」
受
賞 

  

幸
田
真
理
子
（
法
文
学
部
3
年
）

本
学
と
の
交
流
活
動
に
当
た
り
、
同
校
2

年
の
敷
奈
保
美
さ
ん
か
ら
「
島
根
大
学
の
環

境
に
関
す
る
取
組
状
況
等
に
つ
い
て
、
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
環
境
問
題
に
関

す
る
意
欲
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
管
理
責
任
者
で
あ
る

山
本
廣
基
企
画
・
財
務
担
当
副
学
長
か
ら
、

本
学
に
お
け
る
環
境
方
針
の
基
本
理
念
、
基

本
方
針
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
実
り
あ
る

地
域
交
流
の
機
会
と
な
る
よ
う
激
励
さ
れ
ま

し
た
。 

交
流
内
容
は
、
施
設
企
画
課
職
員
に
よ
り

本
学
に
お
け
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
概
要
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
組
み
、
実

験
系
廃
液
・
生
活
系
排
水
処
理
等
に
つ
い
て
、

2
0
0
8
環
境
報
告
書
及
び
廃
棄
物
・
廃
液

管
理
手
引
き
を
も
と
に
説
明
を
行
っ
た
後
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
食
堂
に
設
置

さ
れ
て
い
る
油
分
自
動
回
収
装
置
、
環
境
安

全
施
設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。
地
域
交
流
部

員
は
、
本
学
が
毎
月
1
回
実
施
し
て
い
る
古

紙
回
収
や
生
活
協
同
組
合
の
環
境
委
員
会
が

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
弁
当
容
器
の
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
及
び
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
回
収
機
に
興
味
を
示
し
、
生
協
職
員
に
活

発
な
質
問
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

本
学
に
お
い
て
も
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
を
通
し

て
離
島
の
高
校
生
と
の
交
流
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
社

会
貢
献
の
一
助
を
担
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、

今
後
も
、
よ
り
一
層
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
企
画
・
財
務
担
当
副
学
長
）
を
次
期
島
根

大
学
長
候
補
者
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。 

経
歴
▼
昭
和
52
年
1
月
本
学
農
学
部
助

手
、
平
成
7
年
4
月
農
学
部
教
授
、
平
成

7
年
10
月
生
物
資
源
科
学
部
教
授
、
平
成

15
年
4
月
生
物
資
源
科
学
部
長
、
平
成
16

年
4
月
国
立
大
学
法
人
島
根
大
学
理
事

（
学
生
支
援
担
当
副
学
長
）、
平
成
18
年
4

月
か
ら
現
職
。 

TOPICS
14

次
期
学
長
に
山
本
理
事
が
決
定 

生協職員から説明を受ける生徒たち

かゆみの原因ヒスタミンの実験
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島
根
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
は
1

回
生
8
名
、
2
回
生
4
名
、
3
回
生
5
名
、

4
回
生
6
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ワ
ン

ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
旅

鳥
、
渡
り
鳥
」
を
指
し
、
転
じ
て
「
山
登

り
、全
国
を
旅
す
る
こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
「
登
山
」
と
聞
い
て
、
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か
び
ま
す
か
?
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
水
筒
を
詰
め
た
ハ
イ
キ

ン
グ
?
そ
れ
と
も
、
大
き
い
ザ
ッ
ク
を
背
負

い
山
に
登
る
こ
と
??
は
た
ま
た
岩
壁
に
命
と

情
熱
を
懸
け
る
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
??
登

山
の
種
類
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
私
た
ち

島
大
ワ
ン
ゲ
ル
部
は
2
つ
目
の
大
き
な
ザ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
山
に
登
る
こ
と
を
活
動
の
主

体
と
し
、
1
年
を
通
し
て
島
根
県
の
山
や
中

国
地
方
の
名
峰
「
大
山
」
な
ど
に
登
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
夏
と
春
に
は
大
き
な
合
宿

を
組
み
、
全
国
の
山
と
自
然
を
求
め
て
羽
ば

た
き
ま
す
!!
昨
年
の
夏
は
日
本
の
大
自
然
と

雄
大
さ
を
見
せ
つ
け
る
「
北
海
道
」、
日
本

第
2
位
の
高
峰
北
岳
を
有
し
天
高
く
そ
び
え

る
「
南
ア
ル
プ
ス
」、
厳
つ
い
岩
稜
と
ゆ
っ

た
り
と
し
た
山
並
み
、
2
つ
の
山
容
を
併
せ

持
つ
「
八
ヶ
岳
」、
以
上
3
つ
の
合
宿
を
行

い
ま
し
た
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
ど
う
し
て
人
は
山
に
登

る
の
で
し
ょ
う
か
?
そ
の
答
え
は
山
に
あ
り

ま
す
!
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
さ
れ
て
い
な

い
登
山
道
、
太
陽
の
光
に
透
け
た
葉
っ
ぱ
の

色
、
稜
線
を
吹
く
風
、
前
髪
を
濡
ら
す
雨
、

い
つ
も
よ
り
近
い
空
、
大
き
い
月
と
星
。
見

島
根
大
学
漕
艇
部
は
部
内
一
丸
と
な
っ
て

イ
ン
カ
レ
決
勝
進
出
と
い
う
目
標
に
む
か
っ

て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
国
体
で
8
位
と

い
う
成
績
を
納
め
た
り
、
新
人
戦
で
女
子
が

8
位
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
た
り
し
て
活
発

強
い
心
の
絆
で

日
本
の
山
を
制
覇

●
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

渡
す
限
り
の
山
、
山
、
山
。
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
が
た
だ
好
き
だ
か
ら
。
山
に
登
る
理
由
な

ん
て
そ
れ
だ
け
で
十
分
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

こ
の
足
で
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
み
た

い
。
そ
こ
で
何
を
見
て
、
自
分
は
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
だ
か
ら
山

は
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
!!

し
か
し
、
た
だ
山
を
登
る
だ
け
な
ら
1

人
で
も
で
き
ま
す
。
島
大
ワ
ン
ゲ
ル
と
し

て
、山
に
登
る
上
で
不
可
欠
な
も
の
。
そ
う
、

P
-m

em

（
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
）
の
存

在
で
す
!
日
々
、
共
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

み
、
い
く
つ
も
の
山
を
乗
り
越
え
て
き
た

P
-m

em

が
い
れ
ば
、
ど
ん
な
に
し
ん
ど
く

て
も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
じ
釜
の

飯
を
食
べ
る
者
同
士
、
強
い
心
の
絆
が
結
ば

れ
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
や
ら
本
当
の
よ
う

で
す
。

登
山
は
自
然
を
相
手
に
す
る
た
め
、
決
し

て
楽
だ
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
他
の
部
活
と
は
二
味
も
ち
が
う
経
験
が

で
き
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
。

た
く
さ
ん
泣
い
た
。
で
も
、
た
く
さ
ん
笑
っ

た
と
思
う
。
そ
れ
が
島
根
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
で
す
。

目
標
は

イ
ン
カ
レ
決
勝
進
出

●
漕
艇
部

合宿を行った八ヶ岳

地域に飛び出し

活動する
学生たち
島根大学には、約6,300名の学生が学んでいて、
大学が公認する課外活動サークルが文化系、体育
系合わせて約180団体、同好会も約50団体あり
ます。多くの学生がサークル活動に参加しており、
学内、学外でそれぞれ特色ある活動をしています。
ここでは、そのほんの一部ですが、学生たちの活
動内容をご紹介します。

特集
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地域に飛び出し活動する学生たち

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

僕
た
ち
の
強
み
は
、
大
学
か
ら
は
少
し
遠

い
で
す
が
、
島
根
大
学
漕
艇
部
専
用
の
艇
庫

や
、
約
2
キ
ロ
の
直
線
の
コ
ー
ス
が
す
ぐ
近

く
に
あ
り
、
や
る
気
が
あ
れ
ば
毎
日
で
も
上

艇
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境
が
あ
る
こ
と

で
す
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
手
料
理
の
お
昼
ご

飯
や
夜
ご
飯
を
お
腹
一
杯
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
食
べ
る
の
も
漕
艇
部
の
魅
力
の
一
つ
で

す
。 普

段
の
練
習
で
は
、
く
に
び
き
大
橋
や

ス
ー
パ
ー
エ
ブ
リ
の
近
く
で
漕
い
で
い
ま
す

の
で
見
掛
け
た
ら
是
非
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ボ
ー
ト
っ
て
な
に
？

と
気
に
な
っ
た
ら
市
民
レ
ガ
ッ
タ
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
レ
ガ
ッ
タ
の
た
め
に
練
習
に

来
る
人
や
沢
山
の
方
が
常
連
に
な
っ
て
い
た

り
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
も
活
発
に
交
流
し

て
い
っ
て
い
ま
す
。

漕
艇
部
の
部
員
が
一
か
ら
漕
ぎ
方
を
指
導

し
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
で
も
安
心
し
て

楽
し
く
漕
げ
ま
す
。

た
こ
と
を
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
し
ゃ
べ
っ
た
り

と
色
ん
な
話
題
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

リ
ス
ナ
ー
さ
ん
の
数
は
ま
だ
少
な
い
で
す

が
、
ど
な
た
が
聴
い
て
く
だ
さ
っ
て
も
と
て

も
楽
し
い
話
題
溢
れ
る
放
送
を
し
て
い
る
の

で
、
是
非
地
域
の
み
な
さ
ん
も
聴
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
こ

と
も
話
題
に
し
た
り
す
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
時
に
は
是
非
と
も
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
こ
れ
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ

ジ
オ
だ
け
で
な
く
、
映
像
な
ど
様
々
な
こ
と

に
も
着
手
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
活
動
内
容
・
放
送
な
ど
詳

細
な
こ
と
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

ね
!!
ま
た
ど
こ
か
で
放
送
サ
ー
ク
ル
の
名
前

を
見
聞
き
し
た
と
き
は
チ
ェ
ッ
ク
し
ち
ゃ
っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
島
根
大
学
放
送

サ
ー
ク
ル
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！！

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
し
ま
る
ー
と
」

http://w
w

w
.com

rade-jp.net/hoso

放
送
サ
ー
ク
ル
っ
て
何
？
何
か
し
ゃ
べ
っ

た
り
す
る
と
こ
な
の
？
と
様
々
な
疑
問
が
浮

か
ん
で
く
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に
そ
れ
は

ご
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
す
。

「
放
送
」
と
い
っ
て
も
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

ア
ナ
ウ
ン
ス
…
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
と
て
も
多

い
の
で
す
。
で
は
、
わ
た
し
た
ち
島
根
大
学

放
送
サ
ー
ク
ル
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

の
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
れ
は
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
」
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
っ
て
何
？
と
ま
た
新
た
な
疑
問
が
出

て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ラ
ジ
オ
と
は
、
Ｆ
Ｍ
や
Ａ
Ｍ
の
ラ
ジ
オ
と

は
違
い
電
波
は
流
さ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
ラ
ジ
オ
が
聴
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
を
聴
く
に

は
、主
に
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で
す
が
、ア
イ
ポ
ッ

ド
に
保
存
し
て
聴
け
た
り
、
一
部
の
携
帯
電

話
か
ら
も
聴
く
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

そ
ん
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
を
通
し

て
私
た
ち
は
毎
日
活
動
し
て
い
る
と
い
う
わ

け
で
す
。
部
員
数
は
20
人
弱
と
ま
だ
ま
だ
少

な
い
で
す
が
、
と
っ
て
も
楽
し
い
放
送
を
し

て
い
ま
す
。

主
な
活
動
時
間
は
月
曜
日
〜
土
曜
日
の
夕

方
か
ら
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
曜
日
に
よ
っ

て
、
コ
ー
ナ
ー
を
決
め
た
り
、
そ
の
日
あ
っ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
放
送
中

●
放
送
サ
ー
ク
ル

好成績で表彰されたメンバー

インターネットラジオ放送

一
度
乗
っ
て
み
れ
ば
ボ
ー
ト
の
楽
し
さ
が

分
か
り
、
や
み
つ
き
に
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
!! ま

た
や
り
た
い
と
思
わ
れ
た
時
は
ぜ
ひ
松

江
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
顔
を
出
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

最
近
で
は
ア
ジ
ア
初
で
シ
ア
ト
ル
に
遠
征

に
行
っ
た
り
、
機
関
誌
「
宍
道
湖
」
と
言
う

も
の
を
作
っ
て
配
布
し
た
り
、
ど
う
行
列
に

参
加
す
る
な
ど
、
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
っ
て
い
る
部
活
で
す
。

始
め
は
少
し
し
ん
ど
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
に
上
手
く
な
っ
て
い

き
、
ほ
ん
と
に
や
り
甲
斐
が
も
の
す
ご
く
あ

る
部
活
だ
と
思
い
ま
す
。
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を
超
え
る
医
学
部
の
中
で
も
2
番
目
に
大
き

な
部
活
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
ま
ず
、
病
院
内
で
の

写
真
展
示
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
将
来
の
医
療
従
事
者
と
し
て
、

写
真
を
通
し
て
病
院
内
に
少
し
で
も
明
る
さ

や
癒
し
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
附
属
病
院
や
大

学
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
病
院
内
の
一
角

に
患
者
さ
ん
に
楽
し
み
や
微
笑
み
を
提
供
で

き
る
よ
う
な
作
品
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
あ

き
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
季
節
を
考
え
、
定

期
的
に
作
品
を
入
れ
替
え
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
喜
び
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
よ
り

多
く
の
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
、
あ
る
い

は
病
院
に
勤
め
て
お
ら
れ
る
方
々
に
写
真
を

通
し
て
癒
し
の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

も
っ
と
作
品
を
展
示
で
き
る
場
所
が
な
い
か

病
院
の
事
務
の
方
々
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
学
内
や
学
外
で
の
写
真
展
で
、
こ

れ
ま
で
に
学
内
と
学
外
の
2
回
写
真
展
を
開

催
し
、
の
べ
6
0
0
人
以
上
の
方
々
に
写
真

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
絵
画
や

造
形
と
同
じ
よ
う
に
写
真
も
ア
ー
ト
だ
と
考

え
ま
す
。
写
真
の
ア
ー
ト
の
一
面
も
大
切
に

活
動
し
、
前
回
の
写
真
展
は
雰
囲
気
の
良
い

カ
フ
ェ
バ
ー
で
芸
術
部
（
絵
画
）
や
シ
ュ
ル

カ
メ
ラ
ー
ト
（
管
弦
楽
団
）
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
部
内
交
流
を
兼
ね
た
撮
影
会
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
石
見
銀
山
、
学
校
か
ら
程
遠
く
な
い
絶

景
の
立
久
恵
峡
な
ど
に
足
を
運
び
、
撮
影
会

を
行
い
ま
し
た
。
春
に
は
桜
の
綺
麗
な
木
次

の
土
手
へ
、
夏
に
は
海
水
浴
を
兼
ね
て
田
儀

に
、
秋
に
は
紅
葉
が
綺
麗
な
鰐
淵
寺
、
冬
は

を
流
れ
る
朝
酌
川
を
対
象
に
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

ご
存
知
の
通
り
、
朝
酌
川
は
松
江
市
中
心

部
を
流
れ
る
河
川
と
合
流
し
た
り
、
農
業
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
と
、
私
た
ち
に

と
っ
て
と
て
も
身
近
な
河
川
の
ひ
と
つ
で

す
。
私
た
ち
、総
合
環
境
サ
ー
ク
ル
は
、パ
ッ

ク
テ
ス
ト
を
用
い
た
簡
単
な
水
質
調
査
を
行

い
、
河
川
環
境
の
理
解
を
通
じ
て
河
川
と
人

と
の
よ
り
良
い
付
き
合
い
方
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
市

民
に
よ
る
身
近
な
水
環
境
調
査
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
講
師
に
全
国
水
環
境
一
斉
調
査

の
事
務
局
長
を
勤
め
ら
れ
て
い
る
佐
山
氏
と

新
河
岸
川
水
系
水
環
境
連
絡
会
の
代
表
で
あ

る
菅
谷
氏
を
お
招
き
し
、
学
習
会
と
水
質
調

査
の
実
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
の
活
動
と
し
て
大
学
祭

へ
の
出
展
も
あ
り
ま
す
。
大
学
祭
で
は
毎
年

竹
と
ん
ぼ
工
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
準

備
で
は
、
東
出
雲
に
あ
る
研
修
施
設
『
お
ち

私
た
ち
「
総
合
環
境
サ
ー
ク
ル　

エ
コ
ロ

ジ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
そ
の
名
の
通
り
、

社
会
環
境
や
自
然
環
境
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。　

平
日
は
会
員
が
興
味
を
持
っ
た
問
題
を
各

自
で
調
べ
、
定
期
的
に
行
う
集
ま
り
の
中
で

発
表
す
る
と
い
っ
た
活
動
が
中
心
で
す
が
、

休
日
に
は
野
外
に
出
て
、
調
査
や
ビ
オ
ト
ー

プ
の
補
修
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
環
境
団
体

や
島
根
県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
一
緒
に
お
祭
り
の

手
伝
い
や
環
境
活
動
を
行
っ
た
り
と
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
会
員
ご
と
に
対
象
と
す
る
テ
ー

マ
が
違
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
ば
ら

ば
ら
な
こ
と
も
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
毎

年
、
会
全
体
で
同
じ
テ
ー
マ
を
設
定
し
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
「
身
近

な
地
域
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
大
学
近
く

雪
景
色
を
…
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
写
真
初
心
者
の
た
め
に
、
写
真

の
基
本
を
み
ん
な
で
簡
単
に
楽
し
く
学
び
、

実
践
す
る
勉
強
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
写
真
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く

な
っ
て
ど
ん
ど
ん
写
真
に
は
ま
っ
て
い
く
よ

う
で
す
。

私
た
ち
写
真
部
は
部
員
の
90
％
が
初
心
者

で
、
普
通
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
撮
影
し
て
い
ま
す
が
、
な
に
よ

り
み
ん
な
写
真
が
好
き
で
、
そ
れ
を
表
す
よ

う
に
初
心
者
で
も
、
と
て
も
素
敵
な
写
真
が

撮
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
共
に

環
境
活
動
を
展
開

●
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

カフェバーで絵画や管弦楽団とコラボレーション

水質調査活動

医
学
部
写
真
部
は
2
0
0
8
年
4
月
、
正

式
に
部
活
動
と
し
て
認
定
さ
れ
た
今
一
番
新

し
く
、
勢
い
の
あ
る
部
活
動
で
す
。
創
部
以

来
、
現
在
ま
で
に
写
真
展
、
撮
影
会
、
交
流

を
か
ね
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
様
々
な
活
動
を

通
し
て
学
内
だ
け
で
な
く
学
外
の
方
々
に
も

多
く
の
共
感
を
得
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐

あ
っ
て
か
部
員
数
は
順
調
に
増
え
続
け
、
現

在
で
は
医
学
科
と
看
護
科
を
合
わ
せ
て
60
名

写
真
を
通
し
て

癒
し
を
表
現

●
写
真
部〈
医
学
部
〉

10広報しまだい●vol.4



地域に飛び出し活動する学生たち

私
た
ち
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル
「
ぐ
っ
ぱ
」

は
、
そ
の
名
の
通
り
献
血
の
推
進
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
島
根

大
学
内
や
街
頭
で
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
献
血
の
際
に
、
ビ
ラ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
な
が
ら
献
血
の
呼
び
掛

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
冬
場
は
、
献
血

を
し
て
く
だ
さ
る
方
が
少
な
く
、
呼
び
掛
け

に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
献
血
推

進
活
動
を
学
内
や
街
頭
な
ど
で
年
6
〜
7
回

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
学
生
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
全
国
各
県
に
あ
り
、

年
に
数
回
中
四
国
の
9
県
の
学
生
が
各
県
の

活
動
状
況
の
報
告
や
意
見
交
換
の
た
め
、
会

議
や
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

に
1
度
全
国
47
都
道
府
県
の
学
生
代
表
が
一

同
に
集
ま
り
、
報
告
や
親
睦
を
深
め
る
た
め

島根大学法文学部
3年の小川千春さん
が、「しまね観光大
使」に選ばれました。
このしまね観光大使
は、島根県観光連盟
が募集したもので、

小川さんを含め3名が選ばれました。任期
は8月1日からの2年間、県内でのイベント
や日本各地での観光PRキャンペーンなど、

“しまねの顔”としての活躍が期待されて
います。

ら
と
村
』
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
竹
の
切

り
出
し
か
ら
羽
の
ベ
ー
ス
と
な
る
チ
ッ
プ
の

加
工
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
が

子
ど
も
達
と
一
緒
に
竹
と
ん
ぼ
を
作
り
、
た

く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。
他
に
も
大
学
祭
期
間
中
に
発
生
し
た
使

用
済
み
の
割
り
箸
を
回
収
し
、
米
子
の
王
子

製
紙
で
再
生
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
も

ら
う
活
動
も
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
今
年
は
パ
ッ
ク
テ
ス
ト

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
朝
酌
川
の

生
物
調
査
も
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
に
は
「
平
成
18
年
度
島
根
・

山
口
・
愛
媛
・
高
知
4
大
学
間　

学
生
交
流

自
主
的
・
実
践
的
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

竹
林
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
、
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
荒
れ
た
竹
林
を
資
源
と

し
て
考
え
有
効
利
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

21
年
度
は
現
在
の
水
質
関
連
活
動
の
継
続

に
加
え
、
土
壌
に
関
連
し
た
活
動
を
行
う
こ

と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
貢
献
す
る

献
血
推
進
活
動

●
献
血
推
進
サ
ー
ク
ル「
ぐ
っ
ぱ
」

の
大
規
模
な
会
議
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

献
血
の
呼
び
か
け
を
す
る
と
き
に
も
、
た

だ
呼
び
掛
け
を
行
う
だ
け
で
は
な
か
な
か
目

に
付
き
に
く
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を

凝
ら
し
ま
す
。
例
え
ば
、
着
ぐ
る
み
を
着
て

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

の
時
期
に
は
、
少
し
で
も
献
血
の
ア
ピ
ー
ル

が
で
き
る
よ
う
に
と
サ
ン
タ
の
衣
装
を
着
て

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
も
受
付
周
辺
の

飾
り
付
け
や
音
楽
を
流
す
な
ど
し
て
、
よ
り

多
く
の
人
に
献
血
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
7
月
に
は
、
島
根
県
赤
十
字
血
液

セ
ン
タ
ー
の
一
日
所
長
を
務
め
、
献
血
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
企
業
や
病
院
を
訪

問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
に
は
島
根
県
献

血
推
進
協
議
会
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
く
な

ど
、
充
実
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
献
血
」
と
聞
く
と
、
な
ん
だ
か
硬
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
や
は
り
、
体
に
針
を
刺
す
の
で
痛

い
・
怖
い
と
い
う
思
い
は
誰
し
も
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
う
い
っ
た

気
持
ち
を
ど
う
や
っ
た
ら
変
え
ら
れ
る
か
、

ど
の
よ
う
に
呼
び
か
け
を
し
て
い
け
ば
献
血

を
し
て
く
れ
る
方
が
増
え
る
の
か
と
い
う
こ

と
が
、
常
に
課
題
で
す
。
近
年
、
若
者
の

献
血
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
若
者
が
多
い
島
根
大
学
で
献
血
を
広
め

て
い
け
ば
、
少
し
で
も
献
血
離
れ
が
防
げ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

学内での献血活動

新聞週間標語の代
表標語に、法文学部
3年幸田真理子さん
の作品『新聞で社会
がわかる自分が変わ
る』が選出されまし
た。これは、日本新

聞協会が新聞週間を前に毎年募集している
もので、幸田さんの作品は、応募総数7,550
編のうちから、代表標語に選ばれました。

医学部のバスケットボール部は、5月に
開催された近畿中国四国医科男子学生バス
ケットボール大会で優勝したほか、11月
に開催された中国四国医学部バスケット
ボール大会でも優勝し、この大会で3連覇
を成し遂げました。 

医学部のバスケッ
トボール部は、現在
部 員16名、 他 大 学
に比べて部員は少な
い が、 チ ー ム 全 員
で頑張っています。
キャプテンは医学科

3年の服部晋明君、服部君は近畿中国四国
大会でMVPを獲得したほか、中国四国大
会において3年連続となるMVPを獲得しま
した。

チームをまとめ、
3連覇に貢献

中国四国医学部学生大会で
3年連続MVPの服部晋明君 

新聞週間標語、
代表標語に選出

幸田真理子さん

小川千春さん

“しまねの顔”、
しまね観光大使に決定
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モ
デ
ル
育
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
島

根
大
学
が
提
出
し
た 

「
地
方
か
ら
開

く
女
性
研
究
者
の
未
来
in
島
根
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
女
性
研
究
者
が
そ
の
能

力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
文
部
科
学
省
が
大
学
や
公

的
研
究
機
関
を
対
象
と
し
て
、
研
究

環
境
の
整
備
や
意
識
改
革
な
ど
、
女

性
研
究
者
が
研
究
と
出
産
・
育
児
等

を
両
立
し
、
そ
の
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
つ
つ
研
究
活
動
を
行
え
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
モ
デ
ル
と
な
る
優
れ

た
取
組
に
対
し
て
、
3
年
間
、
年
間

5
千
万
円
の
助
成
金
を
交
付
し
て
支

援
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

島
根
大
学
に
お
け
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現

島
根
大
学
の
「
地
方
か
ら

開
く
女
性
研
究
者
の
未
来

in
島
根
」
と
い
う
事
業
は
、

「
地
域
に
お
け
る
国
立
大
学

の
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
高
く
評
価
さ
れ
た
」

（「
審
査
コ
メ
ン
ト
」）
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
採
択
が

決
定
し
ま
し
た
。

島
根
大
学
の
事
業
プ
ラ
ン

平
成
20
年
度
文
部
科
学
省
科
学
技

術
振
興
調
整
費
「
女
性
研
究
者
支
援

て
の
高
等
教
育
の
質
保
証
、
国
際
競

争
力
の
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。 

全
国
の
大
学
・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

9
3
9
件
の
内
、
1
4
8
件
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。 

【
取
組
の
内
容
と
特
色
】 

1
．
多
様
な
指
導
的
人
材
の
活
用
に

よ
る
「
環
境
寺
子
屋
」
の
設
置
と

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発 

自
然
系
専
任
教
員
を
中
心
に
理

系
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
（
Ｐ
Ｄ
）：

退
職
教
員
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア

シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｔ
Ａ
）
等
の
多
様

な
人
材
に
よ
る
「
環
境
寺

子
屋
」（
環
境
・
理
科
教

育
推
進
室
）
を
構
築
し
ま

す
。 「

環
境
寺
子
屋
」
は
、

自
然
科
学
教
育
に
関
す
る

豊
か
な
理
解
力
と
教
育
実

践
力
（
理
科
力
）
を
有
し
、

環
境
教
育
に
卓
越
し
た
指

導
力
を
発
揮
す
る
学
生
を

育
成
す
る
た
め
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
担
当

し
ま
す
。 

2
．「
環
境
寺
子
屋
」
に
よ

る
「
環
境
教
育
」、「
理
科

力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

の

文
部
科
学
省
の
「
質
の
高
い
大
学

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」【
教
育
Ｇ

Ｐ
】
に
本
学
教
育
学
部
が
申
請
し
た

【「
環
境
寺
子
屋
」
に
よ
る
理
科
好
き

教
師
の
育
成
─
豊
富
な
環
境
リ
テ
ラ

シ
ー
を
有
す
る
「
理
科
に
強
い
義
務

教
育
教
員
」育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
─
】

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
文
部
科
学

省
が
公
募
し
、
大
学
設
置
基
準
等
の

改
正
等
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
前
堤

に
、
各
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専

門
学
校
か
ら
申
請
さ
れ
た
、
教
育
の

質
の
向
上
に
つ
な
が
る
教
育
取
組
の

中
か
ら
特
に
優
れ
た
も
の
を
選
定

し
、
広
く
社
会
に
情
報
提
供
す
る
と

と
も
に
、
重
点
的
な
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
全
体
と
し

女性研究者支援
モデル育成
プログラムが採択 

構
築
と
提
供 

❶
本
取
組
は
、
通
常
の
単
位
認
定

と
異
な
る
独
自
の
卒
業
要
件
で

あ
る
「
1
0
0
0
時
間
体
験
学

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
提
示

さ
れ
、
学
生
の
学
び
の
成
果
は

体
験
時
間
の
蓄
積
に
よ
っ
て
示

さ
れ
ま
す
。
学
生
は
、
活
動
の

場
で
あ
る「
環
境
寺
子
屋
」に
お

い
て
、「
環
境
教
育
」、「
理
科
力

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
学
ぶ
こ

と
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
多
様

な
発
達
段
階
に
対
応
す
る
実
践

活
動
を
直
接
体
験
で
き
ま
す
。 

❷
学
生
は
、「
環
境
寺
子
屋
」
に

文
部
科
学
省
は
大
学
教
育
改
革
の
取
組
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改

革
の
支
援
」
を
実
施
し
、
国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
競
争
的
環
境
の
下
で
、
特
色
・
個
性
あ
る
優
れ
た
取

組
「
Ｇ
Ｐ-G

ood P
ractice-

」
を
選
定
・
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

も
公
募
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
平
成
20
年
度
に
選
定
・
採
択
さ
れ
た
本
学
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成20年度
質の高い大学教育
推進プログラム

【教育ＧＰ】に選定 

大
学
改
革

等
の
採
択
状
況

GP
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文
部
科
学
省
が
新
た
に
公
募
し
た

平
成
20
年
度
「
大
学
病
院
連
携
型
高

度
医
療
人
養
成
推
進
事
業
」
に
、
本

学
が
申
請
し
、
神
戸
大
学
・
鳥
取
大

学
・
兵
庫
医
科
大
学
と
連
携
す
る「
山

陰
と
阪
神
を
結
ぶ
医
療
人
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
地
域
医
療
と
高
度
先
進
医

療
の
融
合
に
よ
る
新
た
な
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
）」、
及
び
、
東
京
医
科

歯
科
大
学
が
申
請
し
、
島
根
大
学
・

秋
田
大
学
が
連
携
す
る
「
都
会
と
地

方
の
協
調
連
携
に
よ
る
高
度
医
療
人

養
成
─
「
付
加
価
値
」
を
身
に
つ
け

●
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
専
門
職
大
学

院
を
設
置
し
て
い
る
国
公
私
立
大

学
に
お
い
て
、
当
該
専
門
職
大
学

院
が
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め

の
取
組
や
、
教
育
の
質
を
保
証
す

る
た
め
の
複
数
又
は
す
べ
て
の
専

門
職
大
学
院
で
共
有
で
き
る
教
育

の
な
か
に
は
、
島
根
大
学
に
働
く
全

教
職
員
や
、
学
生
も
対
象
と
な
る
事

業
も
含
ま
れ
て
お
り
、
女
性
研
究
者

支
援
を
突
破
口
に
大
学
全
体
の
職
場

環
境
・
学
業
環
境
の
改
善
へ
つ
な
げ

よ
う
と
し
て
い
る
点
も
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
学
内
構
成
員
に
対
し

て
だ
け
で
な
く
、
女
子
中
高
生
の
理

系
進
学
選
択
支
援
の
取
組
な
ど
、
幼

る
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
研
修
─
」
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。 

「
大
学
病
院
連
携
型
高
度
医
療
人

養
成
推
進
事
業
」
は
、
複
数
の
大
学

病
院
が
緊
密
に
連
携
・
協
力
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
に
よ
る
相
互
補

完
を
図
り
、
各
病
院
（
地
域
に
お
け

る
関
連
医
療
機
関
を
含
む
。）
を
循

環
し
な
が
ら
修
練
や
幅
広
い
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
る
医
師
キ
ャ
リ
ア

形
成
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
大
学
病
院
の
若
手
医
師
に
多
様

な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
明
確
に
示
す
こ

と
に
よ
り
、
若
手
医
師
が
将
来
に
希

望
を
持
ち
な
が
ら
安
心
し
て
研
修
に

専
念
で
き
、
国
民
の
要
請
に
応
え
ら

れ
る
質
の
高
い
専
門
医
や
臨
床
研
究

者
の
養
成
に
資
す
る
と
と
も
に
研
修

中
及
び
研
修
修
了
後
に
よ
り
多
く
の

医
師
が
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

全
国
の
国
公
私
立
大
学
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
28
件
の
中
か
ら
19
件
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。 

詳
細
はhttp://www.med.shimane-

u.ac.jp/koudoiryoujin/

か
ら
。

課
題
等
に
対
応
す
る
取
組
を
支
援

す
る
も
の
と
し
て
募
集
さ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
岡
山
大
学
大

学
院
法
務
研
究
科
（
申
請
担
当
大

学
）、
島
根
大
学
大
学
院
法
務
研

究
科
、
香
川
大
学
大
学
院
香
川
大

学
・
愛
媛
大
学
連
合
法
務
研
究
科

は
共
同
し
て
「
中
四
国
法
科
大
学

院
連
携
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

を
目
指
し
た
プ
ム
グ
ラ
ム
を
応
募

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た

も
の
で
す
。

●
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
財
政
支
援
期

間
は
2
年
間
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
「
中
四
国
法
科
大
学
院
連
携
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
プ
ム
グ
ラ
ム

の
概
要

本
取
組
は
、
現
在
地
方
の
法
科

大
学
院
が
直
面
し
て
い
る
①
教
育

内
容
・
レ
ベ
ル
の
確
定
と
標
準
化

の
問
題
②
多
様
な
専
門
性
の
あ
る

教
育
の
提
供
の
問
題
に
応
え
る
べ

く
、
地
方
法
科
大
学
院
に
お
け
る

『
法
曹
養
成
教
育
の
質
の
改
善
・

拡
充
』
を
目
指
し
、『
理
論
と
実

務
の
架
橋
』
を
め
ざ
し
た
法
科
大

学
院
教
育
を
実
現
す
べ
く
そ
の
新

た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
二

点
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
目
的
実
現
の
た
め
に
、
地

方
の
法
科
大
学
院
が
単
独
で
個
々

に
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
よ
り
、
中
四
国
法
科
大
学
院

及
び
弁
護
士
会
が
連
携
し
、
共
通

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、

教
育
内
容
・
方
法
の
充
実
と
厳
格

な
成
績
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
り
、
他
方
で
相
互
授
業
参
観
、

相
互
模
擬
授
業
の
実
施
な
ど
に
よ

る
効
果
的
な
Ｆ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
試
み
、
実
務
教
育
も
含
め
た

共
同
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
す
も
の
で
す
。

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
と
す
る

事
業
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
採
択
に
よ
り
、
島
根
大

学
は「
男
女
共
同
参
画
推
進
室
」を
新

設
、
事
業
専
従
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置

し
て
、男
女
共
同
参
画
推
進
・
女
性
研

究
者
支
援
に
関
す
る
事
業
を
多
角
的

に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

大学病院連携型
高度医療人養成
推進事業に選定 

平成20年度
専門職大学院等における
高度専門職業人養成
教育推進の採択について

お
い
て
、
環
境
問
題
の
自
然
科

学
的
分
析
手
法
、
子
ど
も
た
ち

に
提
示
す
る
実
験
教
材
の
取
り

扱
い
お
よ
び
教
材
開
発
等
を
学

び
、
さ
ら
に
そ
の
成
果
を
「
科

学
実
験
教
室
」
と
し
て
実
際
に

提
示
す
る
段
階
に
ま
で
到
達
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
段
階
的
学
修

は
「
理
科
力
育
成
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
シ
ー
ト
」
へ
の
記
入
と
指
導

教
員
と
の
対
話
を
通
し
て
完
結

し
ま
す
。
学
生
は
「
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
シ
ー
ト
」
を
媒
介
と
し
た

一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
自
ら

の
資
質
の
向
上
を
可
視
化
す
る

と
と
も
に
、
次
の
学
修
課
題
を

明
確
に
示
す
客
観
的
指
標
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

❸
本
取
組
に
は
、
環
境
問
題
を
単

に
知
識
と
し
て
習
得
す
る
だ
け

で
な
く
、
生
活
者
と
し
て
の
実

践
力
、
学
校
教
師
と
し
て
の
自

然
科
学
的
認
識
力
、
子
ど
も
に

対
す
る
理
科
指
導
力
等
を
ト
ー

タ
ル
に
向
上
さ
せ
る
要
素
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
本
取
組
は
、

学
部
の
有
す
る
教
員
養
成
能
力

と
I
S
O
1
4
0
0
1
環
境
認

証
規
格
等
を
基
盤
と
し
た
経
験

と
実
績
の
集
積
で
あ
り
、
そ
の

教
育
的
成
果
は
、
循
環
型
社
会

に
資
す
る
環
境
リ
テ
ラ
シ
ー
に

富
み
か
つ
高
い
理
科
力
を
有
す

る
教
師
の
育
成
に
資
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 
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医
学
部
のe-

ラ
ー
ニ
ン

グ
に
よ
る
地
域
医
療
教
育
遠

隔
支
援
の
取
り
組
み
が
第
５

回
日
本e-L

earning

大
賞

（e-L
earning W

O
R

L
D

 
2008

実
行
委
員
会
、
日
本

工
業
新
聞
社
主
催
）
の
審

査
委
員
特
別
賞
を
受
賞
し
、

表
彰
式
が
７
月
30
日
に

e-L
earning W

O
R

L
D

 2008

（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）
の

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。e-L

earning
大
賞
は
、
大
学
等
に

お
け
る
新
し
い
学
習
の
可
能
性
・
学
力
向
上
に
役
立
つ
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
表
彰
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
平
成
18
年
度
か
ら
医
学
部
が
構
築
し
て
い
る
こ
の

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
表
彰
式
に

は
代
表
者
の
益
田
教
授
が
出
席
し
、
看
護
学
科
の
中
谷
教
授

が
受
賞
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
本
学
の

e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
地
域
医
療
教
育
遠
隔
支
援
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

20
年
度
全
国
大
学
農
場

技
術
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

受
賞
式
は
、
９
月
４

日
に
日
本
大
学
で
開
催

さ
れ
た
平
成
20
年
度
全

国
大
学
附
属
農
場
協
議

会
秋
季
全
国
協
議
会
に

お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
賞
は
、
大
学
農

場
の
教
育
・
研
究
支
援

へ
の
貢
献
及
び
農
場
等

の
活
性
化
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
技
術
系
の
職
員
に
授
与
さ

れ
る
も
の
で
、
今
年
度
は
５
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。
持
田
氏

は
、
本
庄
総
合
農
場
に
お
け
る
サ
ク
ラ
の
品
種
保
存
、
新
品

種
育
成
及
び
普
及
活
動
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

総
合
理
工
学
部
数

理
・
情
報
シ
ス
テ
ム
学

科
の
平
川
正
人
教
授

が
、IE

E
E

 S
ym

posium
 

on V
isual L

anguages 
and H

um
an-C

entric 
C

om
puting

に
お
い
て
、

M
ost Influential P

aper 
A

ward

を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 こ

れ
は
、
こ
れ
ま
で

に
採
録
・
発
表
さ
れ
た

論
文
の
中
で
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
最
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
評
価
さ
れ
る
論
文
２
件
がM

ost Infl uential 
P

aper A
w

ard

に
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
ひ
と
つ
が

平
川
教
授
他
の
発
表
し
た
『H

I-V
IS

U
A

L
: A

 L
anguage 

S
upporting V

isual Interaction in P
rogram

m
ing

』

（
１
９
８
４
年
発
表
）
で
あ
り
、
本
年
９
月
17
日
に
ド
イ
ツ

で
開
催
さ
れ
た
２
０
０
８
年
会
議
の
席
上
で
同
賞
の
授
与
が

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

IE
E

E
 S

ym
posium

 on V
isual L

anguages and 
H

um
an-C

entric C
om

puting

は
、
１
９
８
４
年
に
第
１
回

会
議
が
開
催
さ
れ
て
以
来
（
当
初
はIE

E
E

 W
orkshop on 

V
isual L

anguages

と
し
て
開
催
）、
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
視
覚
言
語
及
び
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
・
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
分
野
に
あ
っ
て
歴
史
あ
る
、
か
つ
中

心
的
な
国
際
会
議
の
ひ
と
つ
で
す
。

e-Learning

と
は

パ
ソ
コ
ン
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
利
用
し
て

教
育
を
行
う
こ
と
。
教
室
で
学
習
を
行
な
う
場
合
と
比
べ
て
、
遠

隔
地
に
も
教
育
を
提
供
で
き
る
点
や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ら
で
は

の
教
材
が
利
用
で
き
る
点
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

学
習
の
場
所
や
時
間
を
選
ば
な
い
た
め
、
個
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
合
わ
せ
て
自
宅
で
学
習
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

受賞・表彰者紹介

第
5
回
日
本e-Learning

大
賞

審
査
委
員
特
別
賞
を
受
賞

持
田
正
悦
技
術
専
門
職
員
が

全
国
大
学
農
場
技
術
賞
を
受
賞

佐
藤
利
夫
教
授
が

「
共
同
研
究
・
技
術
移
転
功
労
賞
」を
受
賞

平
川
教
授
が
国
際
学
会
で

論
文
賞
を
受
賞

生
物
資
源
科
学
部
附
属
生
物
資
源
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
・

農
業
生
産
科
学
部
門
の
持
田
正
悦
技
術
専
門
職
員
が
、
平
成

生
物
資
源
科
学
部
生
態
環
境
科
学
科
の
佐
藤
利
夫
教
授

が
、
７
月
17
日
、
18
日
に
行
わ
れ
た
中
国
地
域
産
学
官
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
会
議
主
催

の
「
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
２
０
０
８ 

in 

山

口
」
に
お
い
て
、「
共
同

研
究
・
技
術
移
転
功
労
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
っ
た
研
究

は
「
機
能
性
無
機
材
料
に

よ
る
排
水
か
ら
の
リ
ン
除

去
・
再
資
源
化
技
術
の
開

発
」
で
、
こ
の
研
究
は
平

成
18
年
度
の
経
済
産
業
省

「
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
技
術

開
発
で
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
大
学
の
シ
ー
ズ
を
、
県

内
企
業
を
中
心
と
し
た
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究

に
よ
り
、
実
用
レ
ベ
ル
の
シ
ス
テ
ム
に
ま
で
確
立
さ
せ
た
こ

と
に
対
し
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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日
本
物
理
学
会
発
行
のJournal of the P

hysical 
Society of Japan

（JP
S

J)

に
投
稿
し
た
論
文
（
論
文
名
：

重
い
電
子
系
超
伝
導
体C

eC
u2S

i2

の
価
数
揺
ら
ぎ
超
伝
導

機
構
の
検
証
─C

u-N
Q

R
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
）
が
、
12

月
号
の＂P

apers of E
ditors, C

hoice

＂（JP
S

J

注
目
論
文
）

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
９
年
１
月
１
日
付
け

の
科
学
新
聞
に
そ
の
成
果
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
研

究
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

保
母
武
彦
島
根
大
学
・
寧

夏
大
学
国
際
共
同
研
究
所
顧

問
が
、
寧
夏
回
族
自
治
区
銀

川
市
か
ら
銀
川
市
栄
誉
市
民

の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
銀
川
市
が
寧

夏
回
族
自
治
区
設
立
50
周
年

を
記
念
し
て
、
今
年
度
か
ら

実
施
し
た
も
の
で
、
銀
川
市

の
経
済
社
会
の
発
展
に
顕
著

な
功
績
を
あ
げ
た
自
治
区
民

以
外
の
個
人
に
授
与
す
る
も
の
で
す
。 

第
１
回
目
と
な
る
今
回
の
受
賞
者
は
、
銀
川
市
各
区
か
ら

60
名
が
推
薦
さ
れ
、
銀
川
市
全
人
大
常
務
委
員
会
、
銀
川

市
政
府
、
銀
川
市
党
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
外
国
人
４

名
、
自
治
区
以
外
の
中
国
人
11
名
が
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

外
国
人
４
名
は
、
保
母
教
授
の
他
に
、
日
本
の
工

作
機
械
メ
イ
カ
ー
「
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
」（
本
社
愛
知
県
）

の
現
地
法
人
「
小
巨
人
機
床
有
限
公
司
」
の
副
総
経
理
小
堀

昌
吾
氏
と
南
ア
フ
リ
カ
及
び
ド
イ
ツ
の
企
業
家
で
す
。 

授
賞
式
は
、
９
月
24
日
、
銀
川
市
行
政
中
心
の
会
議
ホ
ー

ル
で
、
銀
川
市
の
主
要
な
幹
部
、
選
出
単
位
の
職
員
、
関
係

者
約
８
０
０
名
が
見
守
る
中
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

し
た
。
野
田
教
授
は
、
総

務
省
や
島
根
県
、
県
内
市

町
村
等
の
地
域
情
報
化
に

関
す
る
数
多
く
の
委
員
会

や
協
議
会
等
に
参
画
し
、

Ｉ
Ｔ
と
地
域
資
源
を
活
用

し
た
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
育

成
支
援
や
オ
ー
プ
ン
ソ
ー

ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利

活
用
し
た
地
域
・
産
業
振

興
等
に
つ
い
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
講
師
を
精
力
的
に
務
め
て
情
報

化
の
普
及
促
進
に
寄
与
し
、
さ
ら
に
は
本
学
と
島
根
県
の
共

催
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
情
報
通
信
月
間
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
、

地
域
情
報
化
の
推
進
へ
の
多
大
な
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
情
報

通
信
月
間
に
際
し
、
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
本
学

で
は
、
今
年
度
も
情
報
通
信
月
間
参
加
行
事
と
し
て
、
島
根

県
と
共
催
で
、
６
月
11
日
に
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
が
変

え
る
地
域
の
未
来
」
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
医
学
部
附
属
病
院
材
料
部
医
療
機
器
操
作
員

の
式
部
博
さ
ん
と
看
護
部
看
護
助
手
の
飯
国
由
美
子
さ
ん

が
、
文
部
科
学
省
の
平
成
20
年
度
の
医
学
教
育
等
関
係
業
務

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
表
彰
は
、
大
学
に
お
け
る
医
学
又
は
歯
学
に
関
す
る

教
育
、
研
究
若
し
く
は
患
者
診
療
等
に
係
る
補
助
的
業
務
に

従
事
し
て
い
る
者
で
、
同
一
職
種
の
業
務
に
20
年
以
上
従
事

し
、
ま
た
そ
の
功
労
が
顕
著
で
あ
り
他
の
模
範
と
な
っ
て
い

る
こ
と
等
の
基
準
を
満
た
す
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
表

彰
式
は
11
月
28
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
部
さ
ん
は
、本
学
医
学
部
附
属
病
院（
旧
島
根
医
科
大
学

附
属
病
院
）
開
院
当
初
か
ら
患
者
給
食
業
務
に
長
年
精
励
さ

れ
る
と
と
も
に
、
医
療
機
器
操
作
員
と
な
ら
れ
て
か
ら
も
多

忙
な
業
務
に
忍
耐
強
く
従
事

し
、
院
内
感
染
防
止
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、飯
国
さ
ん
も
、

本
学
医
学
部
附
属
病
院
（
旧

島
根
医
科
大
学
附
属
病
院
）

開
院
当
初
か
ら
看
護
助
手
業

務
一
筋
に
長
年
精
励
さ
れ
、

看
護
助
手
業
務
の
基
礎
を
築

く
と
と
も
に
、
看
護
助
手
業

務
の
改
善
に
尽
力
さ
れ
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
概
要

超
伝
導
体C

eC
u2S

i2

に
圧
力
を
か
け
て
い
く
と
、
超
伝
導

転
移
温
度
が
3
万
気
圧
以
上
で
2
倍
以
上
上
昇
す
る
。
島
根
大

◎数々の功績・実績が高く評価されました。

保
母
武
彦
顧
問
、

銀
川
市（
中
国
）
栄
誉
市
民
の
称
号
を
授
与

野
田
教
授
（
総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
長
）に

地
域
情
報
化
推
進
功
労
者
表
彰

藤
原
賢
二
准
教
授（
総
合
理
工
学
部
）
が

日
本
物
理
学
会「
注
目
論
文
賞
」を
受
賞

医
学
部
附
属
病
院
の

式
部
さ
ん
と
飯
国
さ
ん
に
功
労
者
表
彰

６
月
２
日
に
行
わ
れ
た
総
務
省
中
国
総
合
通
信
局
、
中
国

情
報
通
信
協
力
会
主
催
の
「
平
成
20
年
度
電
波
の
日
・
情
報

通
信
月
間
記
念
式
典
」
に
お
い
て
、
野
田
哲
夫
法
文
学
部
教

授
（
総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
長
）
が
総
務
省
中
国
総
合
通

信
局
長
か
ら
地
域
情
報
化
推
進
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

学
の
藤
原
賢
二
准
教
授
ら
は
こ
の
高
圧
下
でC

u

核
の
核
四
重
極

共
鳴
（N

Q
R

）
実
験
を
行
い
、
価
数
揺
ら
ぎ
─
セ
リ
ウ
ム
イ
オ

ン
の
価
数
、
3
価
と
4
価
、
が
空
間
的
に
互
い
に
影
響
を
及
ぼ

し
合
い
な
が
ら
変
動
す
る
も
の
─
を
媒
介
と
す
る
新
し
い
超
伝
導

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
唆
す
る
超
伝
導
特
性
を
見
出
し
た
。
フ
ォ
ノ
ン

（B
C

S

）
機
構
、
電
子
ス
ピ
ン
の
揺
ら
ぎ
機
構
に
続
く
、
価
数
揺

ら
ぎ
機
構
に
よ
る
超
伝
導
の
解
明
に
向
け
た
実
証
研
究
の
大
き
な

一
歩
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。
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講　　　　　座　　　　　名 講習料 対　　象　　者 募集人数 時　　　期 回数 総時間

さあ、ドイツ語をはじめましょう 5,000 市民一般・小中学生・高校生・
行政職員・教職員・民間技術者 10名 4月17日〜6月26日 10 10

もっともっとドイツ語を！ 5,000 市民一般・小中学生・高校生・
行政職員・教職員・民間技術者 10名 4月17日〜6月26日 10 10

ボタンの鑑賞と増殖 1,200 市民一般 15名 5月1日・9月4日 2 3

こども硬式テニス教室 1-A 4,600 小学校低学年、初めて、
初心、初級 30名 5月 9日〜6月27日 8 12

こども硬式テニス教室 1-B 4,600 小学校高学年、初めて、
初心、初級 30名 5月 9日〜6月27日 8 12

硬式テニス教室 7,000 市民一般、
（テニス実技初・中・上級者） 30名 5月13日〜7月15日 10 20

楽しいサツマイモ栽培 4,600 市民一般 30名 5月15日〜1月22日 8 12

育てて食べよう黒ダイズ 3,200 市民一般 20名 6月19日〜12月18日 4 8

泳げない子の水泳教室 5,500 小学3〜6年生 20名 7月21日〜7月25日 5 15

少しだけ泳げる子の水泳教室 5,500 小学3〜6年生 20名 7月21日〜7月25日 5 15

津田カブの栽培と加工 2,400 市民一般 15名 9月11日〜12月11日 4 6

第 4 回・島根まるごとミュージアム体験ツアー 無料 市民一般・小中学生・高校生 20名 4月4日・4月11日 2 4

松江の名産西条柿に親しもう 無料 小学生とその家族 30組 5月下旬〜10月下旬 3 6

大規模災害における新たな環境整備構築に向けて 無料 市民一般・行政職員・教職員・
民間技術者・歯科関係者 50名 7月11日 1 2

感染症入門講座⑴ 無料 市民一般・高校生 50名 7月 4日〜8月 1日 5 7.5

理科実験講座１　自然の中の放射線 無料 市民一般・小中学生・高校生 15名 7月27日 1 3

理科実験講座２　実験動物学初歩 無料 市民一般・小中学生・高校生 15名 7月28日 1 2.5

理科実験講座３　台所は実験室 無料 市民一般・小中学生・高校生 15名 7月29日 1 3

理科実験講座４　顕微鏡の世界 無料 市民一般・小中学生 15名 7月24日 1 3

夏休み子供科学教室「体の仕組みと健康について勉強しよう」 無料 小中学生 20名 7月31日 1 2

地域再生システム特論 無料 市民一般・行政職員・
教職員・民間技術者 50名 未　定 15 45

島
根
大
学
で
は
、
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
皆
様
に
生

涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
前
期
は
、
次
の
内
容
で
講
座

が
開
設
さ
れ
ま
す
。　

■
開
設
講
座

下
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
等

平
成
21
年
３
月
５
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
、

各
講
座
開
講
日
の
1
週
間
前
ま
で
受
付
け

い
た
し
ま
す
。
申
込
受
付
は
、
先
着
順
で

行
い
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
受
講
料

講
座
に
よ
っ
て
有
料
、無
料
が
あ
り
ま
す
。

平成21年度前期の公開講座と公開授業が決定しまし
た。公開講座については、これから申込みができる講
座もたくさんあります。この機会に受講されてはいかが
でしょうか。

公
開
講
座

◎平成21年度前期 島根大学公開講座

公・開・講・座
公・開・授・業

■講座の一コマ
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科　　　目　　　名 曜日 時限 募集人数

東アジアのことばと文学 月 1・2 10名

歴史学概論 月 3・4 10名

日本人の宗教と死生観 月 5・6 10名程度

情報化社会と経済 月 5・6 5名

汽水域の科学 火 3・4 無制限

細胞学 火 3・4 5名

古代中世の山陰 火 5・6 無制限

心の世界 火 5・6 無制限

日本の自然災害 水 1・2 5名

古代出雲の考古学 水 1・2 無制限

人類史と考古学 水 3・4 10名

遺伝学 木 1・2 3名

心の形成 木 7・8 10名

異文化との出会い 木 7・8 10名

医療人類学 木 7・8 5名

英米文学入門 木 7・8 5名

島根学〜島根の医学・医療と文化の歩み〜 木 9・10 20名

環境の化学 金 1・2 10名

エレクトロニクスのはなし 金 1・2 5名

基礎社会学Ⅰ 金 3・4 5名

世界の文学Ⅰ〜アメリカ文学と人種、ジェンダー、階級〜 金 3・4 3名

電気と磁気の物理学 金 3・4 5名

歴史のなかの宗教Ⅰ 金 5・6 5名

情報と地域〜オープンソースと地域振興〜 金 7・8 無制限

数の世界 金 9・10 10名

環境問題通論Ａ〜21世紀に生きるための基礎知識〜 ★ 金 9・10 10名

森林から耕地、海へ ★★ 集中講義 若干名

科　　　目　　　名 曜日 時限 募集人数

地域産業特論 月 5・6 5名

考古学概論１ 月 5・6 10名程度

東洋史概説Ａ 月 7・8 3名

地域産業論Ⅰ 月 7・8 5名

考古学特論Ａ 月 7・8 5名程度

生産技術基礎実習Ⅰ 月 7・8・9 5名

木によるものづくり実習Ⅲ 月 9・10 5名

日本史概説Ａ 火 1・2 無制限

代数学入門Ⅰ 火 1・2 5名

地誌学概説 ★★★ 火 3・4 無制限

共生社会演習（人文地理学）★★★★ 火 5・6 無制限

財政学Ⅰ 火 5・6 無制限

フランス文化入門 火 5・6 10名

生産技術基礎実習Ⅲ ★★★★★ 火 7・8・9 5名

電気電子工学概論 火 9・10 5名程度

耕地生産技術管理論 水 1・2 5名

西洋史概説Ａ 水 3・4 10名

植物細胞工学 水 5・6 5名

自然地理学Ⅰ 木 1・2 5名

農作業管理論 木 3・4 5名

果実発育生理学 木 5・6 3名

自然地理学概説Ⅰ 木 7・8 10名

生産技術基礎実習Ⅲ ★★★★★ 木 7・8・9 5名

人文地理学概説Ⅰ ★★★ 木 9・10 無制限

情報産業論 金 1・2 5名

高分子科学 金 3・4 5名

日本古典文学特殊講義 金 7・8 無制限

歴史学史料演習Ｇ ★★★★ 金 7・8 3名以内

木によるものづくり実習Ⅰ ★★★★★ 金 9・10 5名

西洋史概説Ｂ 集中講義 10名

島
根
大
学
で
通
常
、
学
生
を
対
象
に
開
講

さ
れ
て
い
る
正
規
授
業
の
一
部
を
公
開
し
、

皆
様
の
生
涯
学
習
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
21
年
度
前
期
は
、
次
の
内
容
で
授
業

が
公
開
さ
れ
ま
す
。

■
開
設
授
業

下
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
前
期
授
業
の
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
。

■
受
講
料

一
科
目
６
，５
０
０
円
で
す
。

■
申
込
方
法

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
生
涯
学
習

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
、
窓
口
に
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
（
土
、
日
、

祝
祭
日
を
除
く
）

■
受
付
場
所

島
根
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

島
根
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
２
�
３
２
�
６
４
０
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
２
�
３
２
�
６
０
９
８

E
-m

ail  ercll@
edu.shim

ane-u.ac.jp

公
開
授
業

申
込
方
法

◎平成21年度前期 島根大学公開授業　※授業形態は基本的に講義となります。

〈教養教育科目〉 〈専門教育科目〉

★：授業形態は講義・実地見学となります。
★★：授業形態はセミナーとなります。

★★★：授業形態は講義・実習となります。
★★★★：授業形態は演習となります。

★★★★★：授業形態は実習となります。
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島根大学では、
地域の文化と産業をリードしつつ世界に発信する研究を推進していますが、

ここでは、その中の特色ある研究について紹介します。

がんは日本人の死因の第1位です。目覚ましい技術
の進歩により、がんの早期診断が可能になってきまし
た。がんを小さいうちに見つければ克服できます。し
かし、がんの中には早期の画像診断が難しく、発見が
遅れてしまうこともあります。そこで、がん診断に新
たな道を拓く最新技術の開発が望まれています。

その1つがナノ医療と呼ばれる先端医療です。ナノ
医療研究は、ナノテクノロジーを医療分野において活
用する応用研究です。この研究領域では、セレン化カ
ドミウム（CdSe）と呼ばれる物質が特定の細胞など
を可視化する蛍光標識材料として注目されています
が、これは強い毒性を示す上に高価な点が問題とされ
ています。また、今年度のノーベル化学賞で一躍有名
になった緑色蛍光タンパク質（GFP）も、人体での
応用には倫理面などで大きな課題があります。一方、

島根大学で蛍光標識剤として開発した酸化亜鉛ナノ粒
子は、がん細胞を認識する抗体などタンパク質と自由
に結合させることができるため、ナノ医療への応用が
期待されます。本学の医理工連携による「S-匠ナノ
メディシンプロジェクト」によって、酸化亜鉛ナノ粒
子の臨床応用の可能性を培養細胞実験で実証しまし
た。酸化亜鉛ナノ粒子を医療の現場で活用する上での
最大の特色は、無毒性が期待できる点にあります。酸
化亜鉛はベビーパウダーの主成分で無毒です。但し、
ナノ粒子（超微粒子）として酸化亜鉛を人体で応用す
るのは世界で初めての試みであり、毒性があるかどう
かを動物実験で慎重に確かめる必要があります。その
前段階として、島根大学で独自に開発した酸化亜鉛ナ
ノ粒子について、一般的な細胞毒性がないことを確認
しました。また、抗体を結合させる目的で酸化亜鉛ナ
ノ粒子に官能基を付けた新しい蛍光標識剤を開発し、
特許を出願しました。この蛍光剤で標識したタンパク
質をマウスのマクロファージが取り込んで蛍光を発す
る様子を動画で観察しました（図参照）。

将来はがんの早期診断など最先端医療への応用が見
込めることから、今後の展開に大きな期待が寄せられ
ています。プロジェクトチームへがんを専門とする医
師が新たにメンバーに加わり、先端医療の実現に向け
た挑戦が始まりました。将来、内視鏡・胸腔鏡を利用
して酸化亜鉛ナノ粒子の蛍光を検出したり、体外から
超高感度CCDカメラでその蛍光を感知して小さなが
んを早期に発見できるようになるかもしれません。

（註）ナノは10億分の1を示す単位

取り込んだ酸化亜鉛ナノ粒子により蛍光を発するマウスの培養細胞

左から筆者（中村）、藤田恭久総合理工学部教授、
佐藤守之同教授

新しい蛍光剤として
先端医療で応用可能な
酸化亜鉛ナノ粒子の開発
産学連携センター教授
中村　守彦

研 究 紹 介

研 究
紹 介
❶
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圧電性とは、物質に圧力をかけ歪ませると電圧を発
生したリ、逆に電圧をかけると物質が歪む性質を言い
ます。圧電性を持つ物質のことを圧電体と呼び、古く
から魚群探知機、医療用超音波エコー、AE計測など
の素子として、またライター等の着火材などとして広
く使われてきました。近年では、ナノテク用アクチュ
エーター、液晶のバックライト用圧電トランス、超小
型の圧電モーター、インクジェットプリンター用ノズ
ルヘッドなどとして、さらなる広がりを見せていま
す。しかしながら、圧電材料の多くは鉛を含むPZT
系（PbTiO3とPbZrO3の混晶）物質です。

近年ヨーロッパでは、電気・電子機器に含まれる
特定有害物質に関する規制が始まり、2006年7月には
RoHS指令（Restriction of Hazardous Substances）が
施行されました。鉛、水銀、カドミウム、六価クロ
ム、ポリ臭化ビフェニル（PBB）、ポリ臭化ジフェニ
ルエーテル（PBDE）の6物質が規制の対象とされ、
構成部材での含有量を基準値以下にすることが義務
づけられています。更に、2007年6月から、REACH
規 則（Registration, Evaluation and Authorization of 
Chemicals）が施行され、約3万種類の化学物質につい
て「登録、評価、認可」が必要となりました。今のと
ころ、圧電材料については代替物質がないという理由
で、鉛を含むPZT系の材料の使用が認められていま
す。しかし、電気・電子機器の鉛フリー化は時代の趨
勢であり、鉛フリーな圧電材料の開発は世界的規模で
精力的に進められています。

我々が注目したのは、少なくとも7種以上存在する
Ba-Ti系酸化物です。特にチタン酸バリウム（BaTiO3）
は圧電体の代表的物質ですが、圧電性が転移温度TC
＝120℃の比較的低温で消失することから、PZT系に
置き換えられていった歴史があります。しかしながら、
現在でも、積層セラミックコンデンサーやPTCサー
ミスターなどとして広く利用されており、電子機器の
小型化のためにはなくてはならない存在です。我々は、
2003年に、このBa-Ti系酸化物で新たな強誘電・圧電
物質BaTi2O5を発見しました。BaTi2O5の結晶構造を
図1に示します。この新規チタン酸バリウムBaTi2O5

は、BaTiO3に比べて、転移温度Tcが470℃と高く、
誘電率も2.5倍ほど大きく、また誘電損失は500℃の
高温でも0.1以下と小さいままであり、BaTiO3に優

る応用的可能性を秘めています。数値計算からは、
BaTi2O5の圧電定数は鉛系物質と同程度に大きいこと
が指摘されました。しかし、この物質は、1150℃以
上で、BaTiO3とBa6Ti17O40分解するため、急冷法で1
㎜弱の針状単結晶しか得られておらず、また通常の固
相反応によるセラミックスの合成も困難でした。

我々はこれらの応用上の難題を克服するため、赤外
線加熱を用いた溶融帯法による結晶育成を試み、急
冷法の5倍近い大きさの単結晶を得ることができまし
た。また、金属アルコキシドを原料としたゾル・ゲ
ル法で前駆体ゲルを作製し、650℃の低温で焼成する
ことで、BaTi2O5のナノ粒子（粒径20─50ナノメー
ター）の合成に成功しました。このナノ粒子を用いて、
1000℃で放電プラズマ焼結し、相対密度95％以上の
緻密セラミックスを作製しました（図2）。また、ゲ
ル状前駆体をアル
コールに分散させ
石英ガラス基板に
塗布した後600─
800℃で焼成する
こ と で、BaTi2O5

透明薄膜を作製す
ることができまし
た（図2）。この薄
膜は、圧電性だけ
でなく、紫外線に
よる光触媒効果な
どの機能性を有し
た膜であるので、
今後の応用研究が
期待されます。

鉛フリーの圧電物質の開発
および
新規光触媒材料の開発
教育学部  自然環境教育講座  教授
秋重　幸邦

■図１／新規チタン酸バリウムBaTi2O5の結晶構造
丸がバリウム、各八面体の頂点に酸素、中心にチタン。結晶
学的に非等価な３種類のTiO6酸素八面体を色分けしている。
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■図2
ゾル・ゲル法を用いてBaTi2O5ナノ微粒
子を作製し、それを用いて作製した緻密
セラミックス（左）と石英ガラスの上に
載せた透明薄膜（右）。
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■研究内容
がんで死亡する原因の多くは転移が原因です。その

ため「転移を制するものはがんを制す」と昔からよく
言われ、世界中の多くの研究者が転移研究に取り組ん
でいます。私たちも、転移の克服ががんの治療にとっ
て最大の課題と考え、そのメカニズムや転移抑制の方
法などについての研究に取り組んでいます。また、最
近ではがん細胞を取り巻く微小環境、例えば周りの正
常細胞との相互作用や低酸素環境が、転移の亢進に関
与していることが明らかになりつつあり、そのメカニ
ズムについての研究にも取り組んでいます。一方、転
移を予防あるいは予測することもがんの治療にとって
極めて大切なことですが、これに関しては世界中の研
究者の努力にもかかわらず、未だ際だって有効な予防
法や予測法は発見されていないのが現状です。

■研究成果
私たちの体の細胞の中にある遺伝子には、細胞核中

にある遺伝子と、ミトコンドリアという細胞内小器官
中にある遺伝子があります。細胞核中の遺伝子の変異
はがんなどの病気の原因になる場合があります。同じ
ように、ミトコンドリア中の遺伝子の変異もミトコン
ドリア病などの病気の原因になることがあります。ミ
トコンドリアでは酸素を大量に消費してエネルギーを
生産していますので、その副産物として遺伝子に傷を
つける活性酸素種が多量に生産されます。そのため、
ミトコンドリア遺伝子は核遺伝子に比べて突然変異が
起こる頻度が5─10倍高いことが知られています。興
味深いことに、がん細胞ではミトコンドリア遺伝子変
異が高頻度に見られ、がん化との関連が示唆されて来
ました。しかし、がんの悪性化特に転移との関連につ
いては全く未知でした（図1）。最近私たちは、ミトコ
ンドリア遺伝子中の病因性変異が、マウス由来のある
種の培養がん細胞の転移を促進するということを世界
で初めて見出しました。また、この病因性変異のため
に細胞内で活性酸素種の量が増加し、核遺伝子にコー
ドされた転移関連遺伝子の発現が変化することが転移
を促進する一因になっていること、活性酸素種を除去
する薬剤（抗酸化剤）をがん細胞に作用させると転
移が抑制されることも見出しました（図2）（Science, 
320: 661-4, 2008）。

■この研究の意義
がんのミトコンドリア遺伝子中の病因性変異の有無

を調べることで、そのがんが将来転移するかどうかを
予測できる可能性が考えられます。また、この変異が
原因で起きる活性酸素種の発生を抑制する薬剤が将来
開発されれば、転移を抑制できる可能性もあるかもし
れません。

■今後の取り組み
私たちが見つけたことがヒトのがんの転移にも当て

はまるのかどうかは全く判っていません。また、どのよ
うな種類のミトコンドリア遺伝子変異が転移と関連し
ているのかも不明です。さらに、すべてのがんの転移
のうちで何割くらいが病因性ミトコンドリア遺伝子変
異で説明できるのかも未知です。そこで私たちは、ヒ
トのがんにおいてこれらの点を追及して行こうと考え
ています。もし、たとえ一部のがんにおいてでもその関
連が明らかになれば、転移の予防や予測さらにはがん
治療にとって非常に重要な知見になると思われます。

■図１
ミトコンドリア遺伝子変異のがん化と悪性化への関与の可能性

病因性ミトコンドリア
遺伝子変異によるがん細胞の
転移能の制御に関する研究
医学部  生命科学講座  腫瘍生物学  准教授
竹永　啓三
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■図 2
病因性ミトコンドリア遺伝子変異（G13997A）による転移
能の亢進のメカニズムと抗酸化剤によるその抑制
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古生物学は一般に化石を対象にする学問領域です。
化石は過去の生物の遺体や生活痕などが地層中に保存
されたもので、生物進化の直接的証拠という役割のみ
ならず、古環境や地質年代を推定する役割も持ってい
ます。通常、化石というと恐竜、アンモナイト、貝類
などの大型動物を連想すると思いますが、私が主に対
象としている化石は、顕微鏡を使わないと種が判別で
きない微小な化石（微化石）である貝

かいけいちゅう

形虫（貝形類、
貝虫、カイミジンコ、オストラコーダ）という動物で
す。貝形虫は、体長0.5㎜前後の小さな節足動物甲

こう

殻
かく

類
るい

（カニやエビなど）の仲間で、古生代初期のオルド
ビス紀（約5億年前）に出現し、現在まで深海、浅海、
内湾、潟湖、湖沼、河川、田んぼ、湿地などのあらゆ
る水域の主に底質や海藻上に異なる種が適応し、世界
中で繁栄してきました。二枚貝と同じように、左右二
枚の炭酸カルシウムの外殻を持ち、外殻の中に付属肢
や生殖器などからなるエビのような形をした動物体が
収められています。外殻は化石（遺骸）として世界各
地の堆積岩層（堆積物）から多産します。最近、琵琶
湖で11種ものカイミジンコの新種が発見された記事
が新聞に載り、話題になりました。また、発光するこ

とで有名なウミホタルもこの仲間で、ウミホタルは先
日ノーベル化学賞を受賞されたボストン大学名誉教
授・下村脩さんが最初に生物発光物質の研究対象とし
て扱っていた生物です。

私はこれまで、新生代（約6500万年前〜現在）を
通じた、貝形虫化石群集の変遷や種の進化過程を研究
してきました。また、貝形虫は生息場の違いによって
明瞭に異なる群集が認められますので、示相化石（古
環境の復元に役立つ化石）としても有用です。そこで、
貝形虫化石（遺骸殻）により、過去の環境変化を復元・
解析し、未来に起こる環境変化を予測するため研究を
行ってきました。その中で、最も新しい第四紀の環境
変遷に焦点をしぼった研究を次に紹介します。

日本沿岸の平野部の地下には、厚い泥層がよく発達
しています。これらの多くは縄文時代の温暖化により
海面が上昇し、発達した浅い内湾の堆積物です。この
泥層からは非常に多くの貝形虫化石が産出します。貝
形虫のような微化石はサイズが小さいため、少量の試
料でも大量の個体が得られます。そこで、量の少ない
ボーリング掘削試料を用いて古環境を復元するには好
都合です。実際には、数〜数10gの堆積物から泥成分
を除去した後、標本を抽出し、顕微鏡を用いて種を決
定し、数量的に解析します。さらに、種々の堆積物分
析の結果とあわせ、過去1万年間、いつどのように海
面上昇や地震・津波イベントによる内湾環境の変化が
起きたのかを復元しました。このような自然現象によ
る環境変化の他にも、最近の100年間の人為的活動に
よる環境変化を、貝形虫によって詳細に復元できるこ
とがわかりました。すなわち、都市部に面した瀬戸内
海などは、1940年以前、種や個体数が多い豊穣な海
域だったのですが、1940年代以降、富栄養化し始め、
1960─70年代の高度経済成長期に個体数と種数が激
減し、溶存酸素が少なくても生息できる特定種のみ
か、あるいは、貝形虫そのものが全く生息できない条
件を持つ環境に変化したことがわかりました。その後、
1980年代から、様々な環境対策が行われ、水質環境
は改善傾向にあるのですが、底質環境は改善されてい
ないのが現状です。このような解析を通じて、内湾域
においていつのどのような環境が望ましいのかを明ら
かにし、どのような環境改善策を行うと小型底生動物
が復活するのかを解明しようと試みています。

新生代の貝形虫類
（節足動物甲殻類）の
古生物学
総合理工学部  地球資源環境学科  准教授
入月　俊明
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様々な表面装飾や外形をもつ海生貝形虫の化石（外殻）の電
子顕微鏡写真
右列の種は左殻（向かって左が前部、右が後部）で左列の種は右殻

（向かって右が前部、左が後部）。スケールバーは 0.1mm を示す。
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宍道湖や中海のような閉鎖性水域に栄養塩（主に窒
素・リン）が流れ込むと、これを利用して植物プラン
クトン（アオコ・赤潮など）が大量に発生し、景観を
害したり、悪臭の原因となったり、水産業にも打撃を
与える「富栄養化現象」が起きます。特にリンは少量
でも富栄養化を進めてしまうことから「富栄養化の制
限因子」とされ、リンの流入を大幅に削減できれば
富栄養化は防止できます。その流入源の約60〜70％
が実は生活雑排水なのです。一方、リンは植物の3大
栄養素（リン・窒素・カリウム）の一つであり農業
には欠かせない肥料です。日本にはリン資源が全な
く100%輸入に頼っており、年間約90万トン輸入され、
その約80％が農業に使われています。世界のリン資
源量は約150 〜 180億トンであり、年間1億から1.5億
トン採掘されさらに需要が伸びていることから、約
60〜100年で枯渇すると予測されています。実際にリ
ン資源を持つ米国や中国は将来を見据えて輸出を止め
始めており、リンの値段が昨年よりも5倍に高騰した
との報道も新聞等でされています。日本ではリン資源
の確保が近い将来大きな問題となるでしょう。

私の研究は、「富栄養化とリン資源枯渇問題を同時
に解決」する技術を開発することです。

資源的観点から見ると生活排水はリン資源です。私

は生活排水からリンを除去し富栄養化を止めると同時
に、除去したリンを回収し資源化するためにハイドロ
タルサイトという化合物を開発しました。ハイドロタ
ルサイトは土壌中に存在する層状粘土鉱物の一つであ
り、サンドイッチを積み重ねたような構造をしていま
す（図１）。その具の部分に塩化物イオン（Cl-）を入
れておき、これが水中のリン酸イオン（PO43-）と交
換しリンを除去します。この具が入る部分の巾をリン
酸イオンにぴったり合わせてあり、大きすぎれば入れ
ず小さすぎれば出て行ってしまうので、リン酸イオン
のみを狙って除去できるわけです。シンデレラの靴
のイメージですね。またリン酸イオン吸着後は塩化カ
ルシウム（CaCl2）溶液に浸し塩化物イオンを再び入
れ直せばリン除去能力を再生でき、また出てきたリン
はカルシウムと反応させ肥料原料であるリン酸カルシ
ウム（HAP）として回収できます。さらに現在では
ハイドロタルサイトを繊維中に大量に担持させた吸着
材（HTCF）を開発し、産学連携の一環として地元企
業と共同開発した実用プラントも設置しています。こ
の技術により、富栄養化とリン資源の枯渇問題を同時
に解決できればと願っています。（本技術開発により、
経済産業省：中国地域産学官コラボレーションセン
ターより、共同研究・技術移転功労賞を受賞しました。）

機能性無機材料による
排水からのリン除去・回収・
再資源化技術の確立
生物資源科学部  生態環境科学科  教授
佐藤　利夫

研 究
紹 介
❺

22広報しまだい●vol.4



【
２
０
０
８
年
10
月
】

６
日
●
談
論
風
発　

島
根
大
学
法
文
学

部
准
教
授　

片
岡
佳
美
（
山
陰

中
央
） 

●
ジ
ャ
ズ
喫
茶
で
限
定
ラ
イ
ブ
を

開
い
た
島
根
大
生
の
大
原
佳
子

さ
ん
（
山
陰
中
央
） 

８
日
●
三
人
の
夢
追
い
人　

島
根
大
学

放
送
サ
ー
ク
ル
が
運
営
す
る

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
」

で
Ｄ
Ｊ
を
務
め
る
法
文
学
部
の

神
田
絢
子
さ
ん
（
山
陰
中
央
） 

10
日
●
島
根
大　

入
学
金
・
授
業
料
の

特
別
免
除
制
度
を
法
科
大
学
院

に
創
設　
（
山
陰
中
央
） 

11
日
●
石
見
銀
山
遺
跡　

島
大
生
無
断

で
岩
石
採
取
（
山
陰
中
央
・
読

売
・
産
経
・
毎
日
・
中
国
・
朝

日
） 

●
島
根
大
旧
奥
谷
宿
舎
の
ゆ
か
り

の
人
物
を
紹
介
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
（
山
陰
中
央
） 

12
日
●
島
根
大
で
地
域
情
報
な
ど
を
配

信
す
る
「
島
根
ユ
ビ
キ
タ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
験
放
送

（
読
売
） 

15
日
●
島
根
大
学
・
寧
夏
大
学
国
際
共

同
研
究
所
の
顧
問　

保
母
武
彦

島
根
大
名
誉
教
授　

中
国
・
銀

川
市
「
栄
誉
市
民
」
受
賞　
（
山

陰
中
央
） 

16
日
●
島
大
生
を
安
全
協
力
員
に
川
津

周
辺
で
防
犯
活
動　

松
江
署
委

託
（
山
陰
中
央
） 

●
島
根
大
が
来
年
度
入
試
要
項
発

表　

一
部
定
員
削
減　

推
薦
枠

を
増
（
山
陰
中
央
） 

●
島
根
大
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
障
害
者
支
援
ソ
フ
ト
開
発

（
山
陰
中
央
） 

17
日
●
島
根
大
附
属
病
院
で
入
院
中
の

子
ら
を
元
気
づ
け
よ
う
と
自
転

車
乗
り
ロ
ボ
訪
問
（
読
売
） 

18
日
●
島
根
大
学
で
「
松
江
の
魅
力
と

ま
ち
づ
く
り
」　

松
浦
市
長
が

学
生
に
講
義
（
山
陰
中
央
） 

19
日
●
あ
し
な
が
募
金　

島
根
大
の
奨

学
生
ら
協
力
よ
び
か
け（
読
売
）

22
日
●
島
根
大
学
医
学
部
の
学
園
祭

「
く
え
び
こ
祭
」
開
催
（
山
陰

中
央
）  

23
日
●
島
根
大
大
学
院
法
務
研
究
科
来

年
度
入
試　

成
績
優
秀
合
格
者

の
授
業
料
免
除
（
毎
日
・
朝
日
） 

●「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
」

島
根
大
附
属
図
書
館
と
実
行
委

員
会
な
ど
が
企
画
の
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ウ
ム
開
催
（
山
陰
中
央
） 

25
日
●
島
根
大
旧
奥
谷
宿
舎
の
基
金
寄

附
が
苦
戦　

協
力
呼
び
掛
け

（
山
陰
中
央
） 

●
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信　

島
根
大
学

放
送
サ
ー
ク
ル　

マ
イ
ク
通
し

地
域
盛
り
上
げ
（
山
陰
中
央
） 

26
日
●
島
根
大
院
生
「
学
生
で
つ
く
る

邑
南
町
活
性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
立
ち
上
げ
を
発
表
（
山
陰
中

央
） 

●
島
根
大
で
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
講
師

を
招
い
た
「
宇
宙
授
業
」
が
あ

り
同
大
付
属
小
、
中
学
生
が
参

加
（
山
陰
中
央
） 

27
日
●
談
論
風
発　

島
根
大
学
法
文
学

部
准
教
授　

加
川
充
浩
（
山
陰

中
央
） 

28
日
●
島
根
大　

男
女
共
同
参
画
推
進

室
を
開
設　

女
性
研
究
者
育
児

と
の
両
立
支
援
（
山
陰
中
央
） 

●
島
根
大
学
医
学
部
と
県
は
意
見

交
換
会
を
開
き
医
師
確
保
へ
連

携
（
山
陰
中
央
・
朝
日
） 

●
松
江
で
中
国
地
方
建
設
技
術
開

発
交
流
会　

島
根
大
の
佐
藤
利

夫
教
授
が
助
言
（
山
陰
中
央
） 

●
島
根
大
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
協
定
西

日
本
初
宇
宙
教
育
を
推
進
（
山

陰
中
央
・
読
売
・
中
国
・
日
刊
） 

30
日
●
島
根
大
大
学
院
医
学
系
研
究
科

県
と
協
力
し
「
地
域
医
療
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
養
成

（
山
陰
中
央
） 

【
２
０
０
８
年
11
月
】

２
日
●
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
の
島
根
大　

環
境

改
善
活
動
に
成
果（
山
陰
中
央
）

●
病
院
の
実
力
【
島
根
編
】　

島

根
大
学
附
属
病
院　

消
化
器
外

科
・
平
原
典
幸
医
師
（
読
売
）  

３
日
●
談
論
風
発　

島
根
大
学
准
教
授

奥
谷　

健
（
山
陰
中
央
） 

８
日
●
地
域
と
つ
な
が
る
キ
ャ
ン
パ
ス

通
信　

島
根
大
と
島
根
県
立
短

期
大
学
部
で
「
プ
レ
パ
ー
ク
」

を
企
画
・
運
営
（
山
陰
中
央
） 

９
日
●
ひ
と　

中
四
国
医
学
科
学
生
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
Ｍ
Ｖ

Ｐ
に
輝
い
た
島
根
大
３
年　

服

部
晋
明
さ
ん
（
山
陰
中
央
） 

15
日
●
県
防
災
ヘ
リ　

医
療
充
実
へ
県

と
合
意
島
根
大
病
院
の
医
師
同

乗
（
山
陰
中
央
） 

16
日
●
「
中
海
の
自
然
再
生
を
目
指
す

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
島
根
大
教

授
ら
研
究
成
果
発
表
（
読
売
） 

16
日
●
島
根
大
研
究
チ
ー
ム　

が
ん
早

期
発
見
に
役
立
つ
「
酸
化
亜
鉛

ナ
ノ
粒
子
」の
開
発
に
成
功（
読

売
、
19
日
に
は
山
陰
中
央
・
読

売
・
朝
日
・
毎
日
・
産
経
・
中

国
） 

22
日
●
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信　

島
根
大
献

血
推
進
サ
ー
ク
ル
ぐ
っ
ぱ　

知

恵
出
し
合
い
協
力
訴
え
（
山
陰

中
央
） 

 
●
島
根
大
学
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム　

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
使
い
蛍
光
剤
開
発
（
日
経
） 

27
日
●
島
根
大
の
研
究
・
技
術
テ
ー
マ

や
成
果
を
地
元
企
業
に
紹
介
す

る
産
学
官
情
報
交
換
会
開
催

（
山
陰
中
央
） 

 

●
島
根
大
の
男
女
参
画
推
進
の
取

り
組
み
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
が

学
ぶ
（
毎
日
） 

28
日
●
島
根
大
附
属
病
院
で
火
災
時
の

患
者
搬
送
訓
練
（
山
陰
中
央
） 

【
２
０
０
８
年
12
月
】

１
日
●
談
論
風
発　

島
根
大
学
法
文
学

部
准
教
授　

毎
熊
浩
一
（
山
陰

中
央
） 

３
日
●「
高
大
接
続
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
島
根
大
で
開
催（
山
陰
中
央
） 

４
日
●
高
大
接
続
教
育
研
究
の
実
践 

島
根
大
学
の
学
生
が
高
校
生
に

島
大
生
活
紹
介
（
山
陰
中
央
） 

６
日
●
島
根
大
学
の
学
生
が
「
木
次
の

歩
き
方
」
を
紹
介
す
る
冊
子
を

作
成
（
山
陰
中
央
） 

 

●
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信　

で
ん
で
ん

村
（
島
根
大
）
山
間
部
の
住
民

と
米
作
り
（
山
陰
中
央
） 

８
日
●
島
根
大
学
医
学
部
の
学
生　

妊

婦
な
ど
を
対
象
に
乳
児
Ｂ
Ｌ
Ｓ

勉
強
会
を
開
催
（
山
陰
中
央
） 

９
日
●
島
根
大
学
法
文
学
部　

野
田
哲

夫
教
授
が
「
松
商
だ
ん
だ
ん

ド
ッ
ト
コ
ム
」
に
つ
い
て
特
別

講
義
（
山
陰
中
央
） 

さ

本
学
は
地
域
と
と
も
に
発
展
を
目
指
す
大
学
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
に

本
学
の
活
動
内
容
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
様
々
な
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
本
学
関
係
で
昨
年
10
月
か
ら
本
年
2
月
ま

で
の
間
に
新
聞
報
道
さ
れ
た
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

れ
た
島
根
大
学

道
報
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10
日
●
島
根
大
学
と
ジ
ェ
ト
ロ
松
江　

「
米
国
か
ら
学
ぶ
『
産
業
育
成
』

と
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
（
山
陰
中
央
） 

11
日
●
島
根
県
立
大
理
事
長
兼
学
長
に

本
田
・
島
根
大
学
長
を
選
出（
山

陰
中
央
・
読
売
・
毎
日
・
朝
日
・

中
国
） 

14
日
●
古
絵
図
で
散
策　

譲
蒲
池
案
内

人　

島
根
大
学
法
文
学
部
准
教

授　

小
林
准
士
（
山
陰
中
央
） 

17
日
●
島
根
県
が
島
根
大
医
学
部
な
ど

医
師
派
遣
計
画
に
助
成
金
（
山

陰
中
央
） 

19
日
●
島
根
、
岡
山
、
香
川
大
学
の
三

つ
の
法
科
大
学
院　

共
同
化
検

討
（
日
経
、21
日
は
山
陰
中
央
） 

21
日
●
島
根
大
医
学
部
と
島
根
県
教
委

が
連
携
し
新
事
業
「
夢
実
現
進

学
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」（
山

陰
中
央
） 

 

●
「
地
域
活
性
学
会
」
島
根
大
も

参
加
し
学
会
設
立（
山
陰
中
央
） 

22
日
●
島
根
大
が
主
催
「
子
供
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
体
験
教
室
」（
朝
日
・

産
経
） 

23
日
●
島
根
大
新
学
長
に
山
本
副
学
長

選
出
（
山
陰
中
央
・
毎
日
・
朝

日
・
中
国
） 

24
日
●
ワ
ク
チ
ン
で
が
ん
治
療　

島
根

大
な
ど
全
国
61
施
設
で
ネ
ッ
ト

組
織
（
山
陰
中
央
） 

【
２
０
０
９
年
１
月
】

４
日
●
島
根
大
学
が
県
地
元
企
業
と
連

携　

国
内
初
の
ト
ン
ネ
ル
照
明

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
開
発
に
取
り
組

む
（
山
陰
中
央
） 

７
日
●
女
性
研
究
者
増
へ　

島
根

大
・
男
女
共
同
参
画
推
進
室
の

「
キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
開

催
（
山
陰
中
央
） 

８
日
●
島
根
大
学
の
水
泳
部　

大
橋
川

で
恒
例
の
寒
中
水
泳
（
山
陰
中

央
） 

10
日
●
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信　

児
童
文
化

研
究
班
（
島
根
大
）
子
ど
も
と

遊
び
読
み
聞
か
せ（
山
陰
中
央
） 

11
日
●
島
根
大
学
に
通
う
留
学
生　

日

本
の
文
化
に
触
れ
る
「
そ
ば
打

ち
体
験
教
室
」（
山
陰
中
央
） 

11
日
●
病
院
の
実
力
【
島
根
編
】　

島

根
大
医
学
部
附
属
病
院
耳
鼻
咽

喉
科　

片
岡
真
吾
医
師
（
山
陰

中
央
） 

15
日
●
島
根
大
医
学
部　

来
年
度
、
大

学
院
修
士
課
程
に
「
地
域
医
療

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成

コ
ー
ス
」
開
設
（
読
売
） 

16
日
●
島
根
大
が
雇
用
対
策　

失
業
者

を
臨
時
雇
用
（
山
陰
中
央
・
読

売
・
朝
日
・
産
経
・
中
国
） 

18
日
●
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験　

島

根
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

島
根
４
会
場
で
実
施
（
山
陰
中

央
・
産
経
） 

24
日
●
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
理
解
を　

島

根
大
で
学
習
会　

島
根
大
男
女

共
同
参
画
推
進
室　

清
末
講
師

（
山
陰
中
央
） 

 

●
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信　

い
と
ま
き

（
島
根
大
） 

手
話
学
び
地
域
と

積
極
交
流
（
山
陰
中
央
） 

25
日
●
「
再
生
肥
料
」
の
利
用
促
進
島

根
大
で
セ
ミ
ナ
ー
開
催
（
山
陰

中
央
） 

28
日
●
が
ん
対
策
シ
リ
ー
ズ
〈
１
〉
切

ら
ず
に
が
ん
を
治
す　

島
根
大

学
医
学
部
附
属
病
院　

内
田
伸

恵
教
授
（
山
陰
中
央
） 

 

●
山
陰
の
夢
追
い
人　

島
根
大
出

身
の
ア
メ
フ
ッ
ト
女
子
プ
ロ
選

手　

小
倉
典
子
さ
ん
（
山
陰
中

央
） 

29
日
●
島
根
大
学
緊
急
雇
用
対
策　

５

人
採
用
（
山
陰
中
央
） 

 

●
島
根
大
学
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

を
新
築　

４
月
か
ら
業
務
を
開

始
（
中
国
）

【
２
０
０
９
年
２
月
】

１
日
●
島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
市
民

講
座　

同
大
法
文
学
部
廣
嶋
清

志
教
授
が
講
演
（
山
陰
中
央
） 

 

●
病
院
の
実
力　

島
根
編　

島
根

大
学
医
学
部
附
属
病
院
放
射
編

治
療
科　

内
田
伸
恵
教
授
（
読

売
） 

２
日
●
談
論
風
発 

『
出
雲
お
ろ
ち
大

根
』 

島
根
大
学
生
物
資
源
科

学
部　

小
林
伸
雄
准
教
授
（
山

陰
中
央
） 

 

●
島
根
大
学
医
学
部
「
内
視
鏡
手

術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
（
中
国
） 

４
日
●
島
根
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
廃

液
処
理
中
、
硫
化
水
素
発
生　

２
，
０
０
０
人
避
難
（
山
陰
中

央
・
朝
日
・
読
売
・
毎
日
・
産

経
・
中
国
・
日
経
） 

 

●
島
根
大
学
医
学
部
は
新
生
児
マ

ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
新
検
査

法
「
タ
ン
デ
ム
マ
ス
」
の
効
果

を
発
表
（
山
陰
中
央
） 

５
日
●
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

「
消
化
管
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
」

を
新
た
に
導
入
（
産
経
） 
 

●
し
ま
ね
拡
大
鏡　

島
根
大
で
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
講
演　

島
根
男

女
共
同
参
画
推
進
室　

清
末
愛

砂
講
師
（
毎
日
） 

６
日
●
島
根
大
・
合
同
会
社
説
明
会　

企
業
辞
退
相
次
ぐ　

地
元
47
社

は
予
定
通
り
参
加（
山
陰
中
央
）

７
日
●
島
大
生
が
島
根
の
農
〝
応
援
〟

大
阪
の
商
店
街
で
産
直
店
を
開

店
へ
（
山
陰
中
央
） 

８
日
●
古
絵
図
で
散
策　

城
下
町
案
内

人　

小
林
准
士
・
島
根
大
学
法

文
学
部
准
教
授
（
山
陰
中
央
） 

 

●
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、

山
陰
初　

内
視
鏡
手
術
の
訓
練

セ
ン
タ
ー
整
備
（
山
陰
中
央
） 

10
日
●
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長

に
小
林
祥
泰
病
院
長
の
再
任
を

発
表
（
山
陰
中
央
・
朝
日
・
読

売
・
中
国
）

11
日
●
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

防
災
施
設
兼
用
立
体
駐
車
場
整

備
へ　

災
害
時
は
「
病
棟
」
に

（
山
陰
中
央
） 

 

●
島
根
大
学
法
文
学
部
経
済
分
野

の
学
生　

10
日
に
卒
業
研
究
報

告
会
（
山
陰
中
央
）

13
日
●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
国
内
初
の
ト

ン
ネ
ル
照
明
製
品
開
発
に
取
り

組
む
島
根
大
学　

照
明
試
作
器

の
実
証
実
験
報
告
会
開
催
（
山

陰
中
央
）

14
日
●
島
根
大
で
初
の
面
接
特
訓　

雇

用
漂
流
（
山
陰
中
央
） 

15
日
●
島
根
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
市
民

講
座　

島
根
大
法
文
学
部
田
中

教
授
が
講
演
（
山
陰
中
央
）

19
日
●
島
根
大
学
附
属
病
院　

新
病
棟

建
設
工
事
始
ま
る　

２
０
１
１

年
６
月
完
成
予
定（
山
陰
中
央
） 

20
日
●
島
根
大
学
志
願
者
数
大
幅
に
増

加　
「
地
元
、
国
公
立
」
志
望

強
ま
る
（
山
陰
中
央
） 

21
日
●
キ
ャ
ン
パ
ス
通
信「
Ｂ
Ｓ
Ｓ（
島

根
大
）」
更
生
保
護
施
設
で
「
寺

子
屋
」（
山
陰
中
央
） 

 

●
島
根
大
研
究
グ
ル
ー
プ
「
ギ
ャ

バ
」
高
濃
度
白
米
開
発
に
成
功

（
山
陰
中
央
）

23
日
●
談
論
風
発　

始
ま
る
教
員
免
許

更
新
制
度　

島
根
大
学
教
育
学

部
長　
高
岡
信
也
（
山
陰
中
央
） 

 

●
島
根
大
学
教
育
学
部･

作
野
准

教
授
が
独
自
セ
ミ
ナ
ー（
中
国
）

25
日
●
島
大
生
が
受
験
生
出
迎
え　

道

案
内
や
相
談
応
じ
る
（
山
陰
中

央
） 

27
日
●
島
根
大
旧
奥
谷
宿
舎
の
改
修
費

大
学
運
営
資
金
で
補
て
ん　

９

月
末
完
成
目
指
す（
山
陰
中
央
） 

 

●
来
年
度
か
ら
の
教
員
免
許
更
新

制　

島
根
大
の
開
講
講
座
の
概

要
固
ま
る
（
山
陰
中
央
） 

28
日
●
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の

「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」　

学
生
も
参

加
し
和
や
か
に
（
山
陰
中
央
） 

 

●
が
ん
対
策
シ
リ
ー
ズ　

島
根
大

医
学
部
附
属
病
院
腫
瘍
セ
ン

タ
ー
石
倉
浩
人
セ
ン
タ
ー
長

（
山
陰
中
央
）
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法
人
等
か
ら
の

御
寄
附

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

㈱
コ
ア
ズ

　

篠　

崎　
　

涼

　

篠　

崎　
　

學

島
根
大
学
医
学
部

歯
科
口
腔
外
科
学

講
座

島
根
大
学
教
育
学

部
同
窓
会
東
京
支

部
役
員
会

島
根
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会

医
療
法
人
淳
和
会

㈲
松
陽
印
刷
所　

㈲
高
浜
印
刷

松
江
市
立
出
雲
玉

作
資
料
館
友
の
会

医
療
法
人
久
丈
会

水
永
歯
科
医
院　

㈱
ミ
ッ
ク

八
雲
会

個
人
か
ら
の

御
寄
附

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

合

田

国

広

相　

戸　

ひ
ろ
子

相

原

紀

子

青

木

歳

博

青

木

道

代

青

木

雄

二

青

砥

一

彦

青

戸

元

也

青

山　
　

林

赤

坂　
　

一

明　

石　

早
智
子

秋

田

一

郎

秋　

山　
　
　

努

秋

吉

英

雄

阿
久
戸　

敬　

治

吾

郷

達

郎

吾　

郷　

チ
エ
子

浅

井

健

一

浅

尾

俊

樹

浅

尾

治

郎

浅

沼　
　

智

淺

沼

誠

夫

朝

野

敏

江

浅

野

憲

雄

麻

原

慶

憲

浅

村　
　

裕

安

食

洋

子

蘆

田

義

郎

芦

矢

敦

子

小
豆
澤　
　
　

薫

小
豆
澤　

俊　

夫

東　
　

秀

一

麻

生

祐

司

足

立

悦

男

安

達

健

児

安

達

浩

司

足

立

重

巳

安

達

伸

次

足

立

徳

郎

足

立　
　

廣

安　

達　

富
美
子

足

立

文

彦

安　

達　

美
和
子

安

達

庸

二

安

立　
　

良

安

部　
　

章

安　

部　

か
よ
子

安

部　
　

登

安

部

雅

子

安

部

正

美

安

部

利

一

天　

野　

三
重
子

天

野

祐

二

新

井

基

義

荒

木

信

子

有　

馬　

毅
一
郎

飯

塚

節

子

飯　

塚　

藤
兵
衛

飯

塚

敏

夫

生

田　
　

勝

井

口

美

恵

生

中

雅

也

池

内

徳

義

池

岡

清

光

池

上

恭

子

池

上　
　

孝

池

田

英

二

池

田

國

廣

池

田

忠

夫

池

田

正

孝

池

田

正

年

池

辺

政

己

生

本

邦

子

生

本

敏

男

石

尾　
　

裕

石

賀

敬

一

石

倉

昭

夫

石

倉

昭

子

石

倉

國

男

石

田

邦

夫

石

塚

大

祐

石

飛

周

一

石

飛

淳

一

石

飛　
　

健

石

野　
　

眞

石

橋

公

夫

石

橋　
　

剛

石

原

邦

夫

石

原

節

夫

石

原　
　

敬

石

原

達

一

石

原　
　

亨

石

原

保

夫

井

島

誠

夫

石

本

良

子

泉　
　

照

之

泉　
　

義

之

板

倉

和

夫

板

村

裕

之

市

川

正

之

市

川

真

澄

一

柳

成

幸

井

出

宏

之

伊

藤

一

成

伊

藤

一

義

伊

藤

勝

久

伊

藤

清

宇

伊　

藤　

サ
カ
エ

伊

藤

純

平

伊

藤

理

以

伊

藤

昭

和

伊

東

照

芳

伊

藤

正

貴

伊

藤

幹

夫

伊

藤

光

雄

伊

東

幸

雄

伊

東　
　

豊

伊

藤

容

久

井

戸

口

勇

稲
生
田　

妙　

子

稲

垣

卓

司

稲

田

敏

樹

稲

田

治

雄

稲

村　
　

勇

犬

山

玲

子

井

上

三

郎

井

上

武

夫

井

上　
　

徹

井

上

直

樹

井

上　
　

肇

井

上　
　

克

井　

上　

眞
知
子

井

上

康

男

井　

上　

雄
二
郎

猪

股　
　

趣

井

原

直

樹

井

原

紀

雄

今

岡

健

司

今

岡

康

彦

今

村

淑

子

入

江

正

昭

岩

井

陽

子

岩

城

知

子

岩

城

雄

治

岩

浅　
　

亨

岩

佐

順

吉

岩

佐

道

子

岩

﨑　
　

巖

岩

崎　
　

健

岩

﨑

利

晴

岩

崎

洋

亮

岩

田　
　

奨

岩

田

俊

治

岩

田

善

雄

岩

谷

忠

正

岩

成

芳

延

岩

見

純

一

岩　

本　

喜
久
生

上

田　
　

篤

上

田

育

子

上

田　
　

潤

上

田

純

一

上

田

信

良

植

田

英

夫

植

谷

定

夫

上

野　
　

誠

上

野

眞

義

上

原

正

義

宇

佐

美

威

牛　

尾　

富
貴
子

臼

田　
　

敦

宇

高

英

憲

内
久
保　

晋
一
郎

内

田

松

寿

内

田

晴

彦

内

田

義

孝

打

和

敏

治

内

海　
　

茂

宇

畑

敬

士

梅

沢

信

子

浦

正　
　

澄

浦

部　
　

正

卜

部

忠

治

占

部

義

和

江

口

和

宏

会

下

和

宏

江　

崎　

真
三
志

江

島

和

代

江

角

郁

夫

江

角

吉

造

江

角　
　

淳

江

田

治

義

枝

松

哲

彦

衛

藤

健

治

榎　
　

隆

憲

榎

本

修

造

榎　

本　

亮
三
郎

江

原

徳

三

江

本

髙

義

遠

藤

博

文

遠

藤

励

志

大

麻

綱

男

大

石

重

人

大

上

裕

史

大

﨑

清

文

大

迫

則

美

太

田

勝

巳

太

田

俊

男

大

谷

逸

雄

大

谷　
　

巌

大

坪

併

治

大

出　
　

集

大

縄　
　

覺

大

西

忠

己

大

西

俊

江

大

野

出

穂

大

場

明

夫

大

場

利

信

大

橋

泰

夫

大

畑

俊

正

大　

浜　

誠
一
郎

大

原

拓

雄

大

原

義

隆

大　

東　

勝
之
助

大

嶺

保

昭

大

森

圭

三

大

森

浩

典

大

矢

敬

子

大

山

浩

平

岡　
　

和

夫

岡　
　

一

宏

岡　
　

真

司

岡　
　

正

志

岡

宏

岡　
　

弘

道

岡　
　

泰

宏

岡

崎

鉄

男

岡

崎

寛

子

岡

崎

芳

昌

岡　

田　

江
利
香

岡

田

和

悟

緒

方

裕

樹

岡

野

良

訓

岡

信　
　

章

岡

本

詔

治

岡

本

孝

夫

岡　

本　

七
海
子

岡

本

道

行

岡

本

康

昭

岡

本

恭

英

小

川

京

子

小

川

澄

男

小

川

照

子

小

川

正

道

小　

川　

美
栄
子

興

津　
　

勲

奥

美

奈

子

奥

川

賀

夫

小

草

郁

子

小

草　
　

宏

奥

田　
　

均

奥

名

重

信

奥

野

忠

利

奥

原

典

子

小

椋　
　

拓

尾

崎

一

弘

小　

笹　

登
志
郎

小

笹

裕

子

小

笹　
　

基

小

澤

和

江

小

澤

崇

良

尾

島

賢

治

押

目

洋

介

尾

添

邦

廣

尾

添

晴

子

尾

添

嘉

久

小

田

鉄

也

小

武

道

雄

落

合

俊

夫

島
根
大
学
で
は
、
平
成
18
年
12
月
に
「
島
根
大
学
支
援
基
金
」
を
創
設
し
，
学

生
の
修
学
環
境
の
整
備
充
実
事
業
と
旧
奥
谷
宿
舎
の
修
復
活
用
事
業
の
た
め
の

寄
附
金
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
へ

の
謝
意
と
し
て
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

※
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
様
の
中
で
、「
Ｈ
Ｐ
等
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
」
と
さ
れ
た
方
は
、掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

島
根
大
学
支
援
基
金
寄
附
者
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
平
成
21
年
2
月
末
現
在
）

小　

野　

興
太
郎

小

野

征

男

尾

原

昭

夫

尾　

原　

美
和
子

尾

原

良

孝

小

村

陽

悦

小

村

好

雄

織

奥

信

男

恩

田

光

男

甲

斐

嗣

章

垣

羽

寿

昭

筧　
　

哲

郎

筧　
　

弘

仲

景

山

明

彦

景

山　
　

博

景

山

芳

人

笠

原

善

郎

加

治

卓

郎

梶

村

光

男

春

日

詩

織

春

日　
　

聡

加

田

幸

治

片

岡

明

子

片

岡

和

博

片

岡

初

美

片

渕

結

衣

片

山　
　

勲

片

山　
　

緑

片

寄

文

雄

勝

部

貢

治

嘉

戸

勇

記

加

藤

和

臣

加

藤

和

紘

加

藤

克

夫

加

藤

幸

洋

加

藤　
　

順

加

藤

巡

一

加

藤　
　

喬

加

藤

行

昭

加

藤

礼

一

角

屋

正

治

門

脇

由

生

金

澤

正

直

兼

折　
　

博

金

子　
　

博

金

坂

喜

好

金

坂

嘉

則

鐘

撞

悦

男

金

築　
　

修

金

築

文

雄

鐘

推

義

憲

金

本

文

子

鎌

田

益

幸

神　

岡　

十
三
雄

亀

井

一

昭

亀

谷

恵

隆

亀　

谷　

貴
美
子

鴨

川　
　

雄

加

本

純

夫

栢

野

富

行

辛

島　
　

唯

苅

田

隆

吉

河

合

康

一

河

井

洋

子

川

上

渓

一

川

上

美

子

川

上

立

雄

川

口

公

男
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河

﨑

義

輝

川

瀬

俊

男

川

添

義

一

川

田

信

行

川

津

愛

子

川

津

啓

義

河

中

博

子

川

那

部

昭

川

西

淑

秋

河　

原　

浩
一
郎

河

原　
　

剛

川

向　
　

誠

川

本

謙

一

神

崎　
　

俊

神

田

賢

司

神

田　
　

智

神

田　
　

智

神

庭

賢

一

木

上

猛

夫

桔

梗

和

枝

桔

梗

正

孝

菊

岡

祐

一

菊

池

宗

平

菊

池

智

之

岸

井

正

憲

木

下

芳

一

岸

原

健

司

木

曽

雅

之

北

井

睦

郎

北

崎

良

治

北

里

房

義

北　

田　

与
志
照

北

谷

利

道

北　

野　

裕
市
郎

北

山

清

士

北

山

新

二

吉

川

通

彦

城

戸

弘

宗

杵

築

朋

子

木

野　
　

明

木

原

淳

一

木

村

茂

夫

木

村

高

司

木

村

敏

子

木

村　
　

誠

木

村

雅

俊

木

元

理

夫

清

洲

信

子

桐

村

重

喜

日

下　
　

坦

草

開

康

弘

楠　
　

伸

治

工

藤

宏

子

国　

井　

加
代
子

國

井

秀

伸

國

田

忠

男

久

野

三

慶

窪

澤

真

一

久
保
田　

康　

毅

久
保
田　

高　

生

熊

谷

照

恭

熊　

取　

栄
一
郎

久

米　
　

努

倉

井

正

喜

倉　

都　

金
次
郎

倉

橋

春

樹

蔵

増

明

生

栗

栖　
　

明

栗

田

章

一

黒

崎　
　

戊

黒

田

弘

之

桑

木　
　

宏

桑　

原　

文
次
郎

小

池

理

平

江　

南　

千
恵
子

郷

原　
　

健

古　

賀　

比
呂
志

小

坂

芳

樹

小

櫻

和

裕

越

野　
　

治

古

城

幸

夫

小
数
賀　

仁　

也

小

谷

征

夫

児

玉

恵

博

小

玉

正

雄

後

藤

郁

則

後

藤

裕

二

小　

沼　

伊
都
子

小

沼　
　

勤

小

橋

達

也

小

林

和

惠

小

林

健

司

小

林

定

教

小

林

准

士

小

林

昭

三

小

林

祥

泰

小

林

信

裕

小

林

治

郎

小

林

秀

雄

小

林

秀

行

小

林

裕

太

小

原

博

子

小

松

義

昌

小

山

安

正

木

幡

修

介

小　

割　

百
合
子

近

藤

和

男

近

藤

揚

輔

齋

木

良

司

斎　

藤　

喜
美
江

齋

藤

健

児

齋

藤

重

徳

斉

藤　
　

忍

齊

藤

修

省

齊

藤

雅

信

坂　

井　

竹
三
郎

境　
　

英

俊

坂　

栄　

三
恵
子
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島
根
大
学
で
は
、
10
月
11
日
に
同
窓
会
連

合
会
と
共
催
で
「
第
２
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
卒
業
生
の
皆
様
に
現
在
の

島
根
大
学
の
様
子
や
教
育
・
研
究
・
医
療
等

の
活
動
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
同
窓
生
同
士
の
交
流
又
は
在
学
生
と
の

交
流
の
機
会
と
し
て
も
ら
う
た
め
に
昨
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
歓
迎
式
典
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
特
別
講
演
会
、
各
学
部
同

窓
会
主
催
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

歓
迎
式
典
で
は
、
本
田
学
長
及
び
江
口
同

窓
会
連
合
会
長
の
挨
拶
の
ほ
か
、
各
学
部
同

窓
会
長
の
紹
介
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
か
ら

開
催
中
の
大
学
祭
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
学
卒
業
生
で
国
内
外
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
テ
ノ
ー
ル
歌
手　

原　

拓
也
氏

（
ピ
ア
ノ
：
原　

由
香
さ
ん
、
拓
也
氏
の
奥

様
で
本
学
卒
業
生
）
に
よ
る
テ
ノ
ー
ル
独
唱

で
は
、
島
根
大
学
歌
「
天
高
く
」、「
帰
れ
ソ

レ
ン
ト
へ
」
な
ど
の
ほ
か
、
旧
制
松
高
寮
歌

「
青
春
の
歌
」
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。　

ま
た
、
特
別
講
演
会
で
は
、
岩
谷
産
業
株

式
会
社
執
行
役
員
、
広
報
・
社
会
関
連
部

長　

伊
藤
理
以
氏 

（
本
学
農
学
部
卒
業
生
）

に
よ
る
「
島
根
の
偉
人　

岩
谷
産
業
創
業
者

「
岩
谷
直
治
」
の
人
生
哲
学
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
歓
迎
式
典
に
先
立
ち
、
同
窓
会
連

合
会
の
役
員
会
を
開
催
し
、
来
年
度
の
活
動

計
画
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
特
別
講
演
終
了
後
に
は
各
学
部
同

窓
会
等
の
懇
親
会
が
場
所
を
移
し
て
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催

同
窓
会
か
ら

学長歓迎挨拶

伊藤理以氏による特別講演

原拓也氏によるテノール独唱

■
開
学
60
周
年
事
業
を
計
画

島
根
大
学
で
は
、
旧
島
根
大
学
（
統
合
前

の
島
根
大
学
）
の
開
学
60
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
本
年
10
月
に
記
念
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。日
時
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、決

定
次
第
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、こ
の
事

業
に
合
わ
せ
て
、
本
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

■
旧
奥
谷
宿
舎
の

　
改
修
計
画
が

　
決
定

島
根
大
学
の
旧
奥

谷
宿
舎
の
改
修
計
画

が
決
定
し
、
本
年
9

月
末
の
完
了
予
定
で

改
修
工
事
が
始
ま
る

こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
本
年
10
月
に
は

お
披
露
目
が
で
き
る

予
定
で
す
。

外
部
は
、
鉄
板
葺
き
の
屋
根
を
瓦
葺
（
近

似
瓦
）
に
て
復
元
す
る
な
ど
、
東
外
面
（
正

面
）を
中
心
に
建
設
当
時
に
復
元
す
る
ほ
か
、

内
部
は
、
1
階
に
展
示
室
を
3
部
屋
、
2
階

に
資
料
室
を
2
部
屋
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
島
根
大
学
ホ
ー
ル
の
整
備
に
着
手

学
生
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、セ
ミ
ナ
ー
、研

修
会
、
研
究
会
等
を
開
催
す
る
多
目
的
ホ
ー

ル
と
し
て
、
教
養
講
義
室
の
1
0
0
番
教
室

を
改
修
し
、
島
根
大
学
ホ
ー
ル
と
し
て
整
備

す
る
こ
と
を
計
画
し

て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
9
月
末
の
完
成

　
　
　

に
向
け
て
工

　
　
　

事
を
開
始
し

　
　
　

ま
し
た
。

「
広
報
し
ま
だ
い
」
は
、
島
根
大
学
と
地
域
の
方
々
と
の
相
互
理
解
を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
学
内
か

ら
地
域
に
情
報
を
発
信
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
島
根
大
学
に
関
す
る
話
題
、
島
根
大
学
に
対

す
る
要
望
、
そ
の
他
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
投
稿
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投稿のお願い

お
知
ら
せ

　
　
　

に
向
け
て
工

　
　
　

事
を
開
始
し

　
　
　

ま
し
た
。


